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「フィンテック」

フィンテック

　2016年から、新聞やニュースなどで見かけること
が増えてきたビジネス用語「フィンテック」。ファイナン
ス（Finance）とテクノロジー（Technology）を組み
合わせた造語で、金融ITとも呼ばれています。
　フィンテックは、ＩＴを使った新しい金融サービス
や金融事業のことで、日本では既存の金融機関の
ほか、ＩＴ企業、ベンチャー企業などの参入や提携
が相次ぎ、利便性が高く、低コストの金融サービス
の開発競争が進んでいます。
　フィンテックとして代表的なものは、モバイル決済
です。iPhoneやAndroid携
帯などに小さな部品を取り付
けるだけでクレジットカード決
済が出来るのでスマートフォ
ンの普及を背景に急速に広
まっています。モバイル端末を
使った簡単な送金・決済の他
自動で家計簿をつけるクラウド家計簿もフィンテック
として有名なサービスです。クラウド家計簿を使え
ば、銀行口座残高、月収、食費や交際費などの支
出が簡単に分かります。また、個人事業主や中小
企業経営者は、会社の経費についても自動的に記
帳することが出来るようになるので、経理コストを大
幅に削減することが可能です。
　フィンテックのようにITを駆使することで、金融が
どんどん身近なものになりつつあります。今後もITサ
ービスが充実していくことで、お金の送金や店頭で
の支払いなどが、いつでもどこでも気軽にできるよう
になり、ますます便利な世の中になっていくでしょう。
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平
成
28
年
9
月
に
安
倍
首

相
が
働
き
方
改
革
実
現
会
議

を
行
い
、
9
つ
の
改
革
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

①
と
③
に
つ
い
て
は
、
現

在
直
面
し
て
い
る
非
正
規
雇

用
問
題
・
長
時
間
労
働
問
題

な
ど
の
解
決
を
目
指
す
も
の

と
し
て
、
今
一
番
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
④
⑤
も
重
要
で
す
。

去
年
の
秋
に
、
社
労
士
会
で
、

神
山
町
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
が
、

山
の
中
に
オ
フ
ィ
ス
の
共
同

作
業
場
が
あ
り
、
大
き
な
モ

ニ
タ
ー
を
使
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
と
い
う
驚
く
よ
う
な

現
場
で
し
た
。
全
国
か
ら
も

大
勢
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い

て
、
時
代
の
中
で
働
き
方
は

必
然
的
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

⑥
⑦
⑧
⑨
は
、
現
在
問
題

に
な
っ
て
い
る
労
働
人
口
の

減
少
に
よ
る
対
策
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
年
齢
者
が

新
た
に
被
保
険
者
と
し
て
雇

用
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す

(

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
施

行)

。
そ
れ
に
伴
い
、
各
給
付

金
も
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

・
離
職
し
た
場
合

　

被
保
険
者
期
間
に
よ
り
ま

す
が
、
一
時
金
で
、
一
年
未

満
な
ら
30
日
分
、
一
年
以
上

な
ら
50
日
分
の
支
給
が
さ
れ

ま
す
。

・
育
児
・
介
護
休
業
給
付
金

・
教
育
訓
練
給
付
金

　　

65
歳
以
上
の
保
険
料
徴
収

は
現
在
免
除
廃
止
で
、
保
険

料
は
徴
収
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
経
過
措
置
で
平

成
31
年
以
降
は
徴
収
さ
れ
ま

す
。

　

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と

な
る
者
は
、
所
定
労
働
時
間

20
時
間
以
上
／
週(

約
86
時
間

以
上
／
月)

31
日
以
上
の
雇
用

見
込
み
が
必
要
で
、
Ｗ
ワ
ー

ク
の
労
働
者
は
主
た
る
1
事

業
所
で
し
か
取
得
で
き
ま
せ

ん
。

(

①
②
③
：
平
成
29
年
4
月
1

日
施
行
④
：
平
成
29
年
8
月

1
日
施
行)

①
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離

職(

特
定
受
給
資
格
者)

し
、

被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
が

｢

1
年
以
上
5
年
未
満｣

の
者

は
所
定
給
付
日
数
が
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

・
30
歳
～
35
歳
未
満
の
者 

　

　

90
日
→
1
2
0
日

・
35
歳
～
45
歳
未
満
の
者 

 
 
 

 
 

90
日
→
1
5
0
日

②
雇
用
情
勢
の
悪
い
地
域
に

居
住
す
る
一
定
の
受
給
資
格

者
の
給
付
日
数
が
延
長
さ
れ

ま
す(

暫
定
5
年
間)

。

③
雇
止
め
に
よ
り
離
職
し
、

｢

特
定
理
由
離
職
者｣

と
な
っ

た
有
期
雇
用
労
働
者
は
、
所

定
給
付
日
数
が
拡
充(

暫
定
5

年
間｢

特
定
受
給
資
格
者｣

と

し
て
扱
う)

さ
れ
ま
す
。

④
賃
金
日
額
、
直
近
の
賃
金

分
布
に
よ
り
上
・
下
限
の
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す(

毎
年

8
月
1
日)

。

　

雇
用
保
険
料
率
が
平
成
29

年
4
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ

る
予
定
で
す
。
3
年
間(

平
成

29
年
度
～
31
年
度)

時
限
的
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

主催：さくら合同事務所平成29年2月13日 徳島県教育会館

｢労働・社会保険 改正のポイント」

竹内　政代

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大

さくら社会保険労務士法人

雇
用
保
険
料
率(

失
業

等
給
付)

引
き
下
げ

社会保険労務士

働
き
方
改
革
実
現
会
議

①
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど

　
 

非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善

②
賃
金
引
上
げ
と
労
働
生
産

　

 
性
の
向
上

③
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　

 

の
在
り
方
な
ど
長
時
間
労

　

 

働
の
是
正

④
雇
用
吸
収
力
の
高
い
産
業

　

 

へ
の
転
職
・
再
就
職
支
援
、

 　

人
材
育
成
、
格
差
を
固
定

　

 

化
さ
せ
な
い
教
育
の
問
題

⑤
テ
レ
ワ
ー
ク
、
副
業
・
兼

 　

業
と
い
う
柔
軟
な
働
き
方

⑥
働
き
方
に
中
立
的
な
社
会

　

 

保
障
制
度
・
税
制
な
ど
女

 　

性
・
若
者
が
活
躍
し
や
す

 　

い
環
境
整
備

⑦
高
齢
者
の
就
業
促
進

⑧
病
気
の
治
療
、
子
育
て
・

 　

介
護
と
仕
事
の
両
立

⑨
外
国
人
材
受
入
れ
の
問
題

【
９
つ
の
改
革
】

【
雇
用
保
険
の
適
用
例
】

　

平
成
29
年
1
月
1
日
以
降

に
新
た
に
雇
用
す
る
場
合
は
、

翌
月
10
日
ま
で
に
届
出
を
し

ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に

雇
用
し
、
平
成
29
年
1
月
1

日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
す

る
場
合
は
、
平
成
29
年
3
月

31
日
ま
で
に
届
出
を
し
ま
す
。

　

高
年
齢
継
続
被
保
険
者
で

あ
る
労
働
者
を
平
成
29
年
1

月
1
日
以
降
も
継
続
し
て
雇

用
す
る
場
合
は
、
自
動
的
に

高
年
齢
被
保
険
者
と
な
る
の

で
、
届
出
は
不
要
で
す
。

基
本
手
当
の
充
実

｢平成29年度税制改正大綱のポイント」

大寺　健司

さくら税理士法人

公認会計士・税理士

労
働
・
社
会
保
険

改
正
の
ポ
イ
ン
ト



7 Tokushima Economy Journal

Report

　
■
育
児
休
業
給
付
金
の
変
更

　

育
児
休
業
給
付
金
は
、
支

給
額
が
賃
金
の
67
％(

育
児
休

業
の
開
始
か
ら
6
ヶ
月
経
過

後
は
50
％)

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

育
児
休
業
の
対
象
と
な
る

子
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
養

子
縁
組
里
親
、
養
育
里
親
等

が
含
ま
れ
ま
す
。

　

育
児
休
業
の
申
出
が
で
き

る
有
期
契
約
労
働
者
の
要
件

が｢

勤
続
1
年
以
上｣

｢

子
が
1

歳
6
ヶ
月
に
達
す
る
日
ま
で

更
新
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
か

か
で
な
い
事｣

に
な
り
ま
す
。

■
介
護
休
業
給
付
金
の
変
更

　

介
護
休
業
給
付
金
は
、
支

給
額
が
賃
金
の
67
％(

平
成
28

年
8
月
1
日
以
降)

支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
家
族
が
、
配
偶

者(

事
実
婚
含
む)

・
父
母
・

子
・
配
偶
者
の
父
母
に
拡
大

さ
れ
、
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
・
孫
に
は
同
居
か
つ
扶
養

の
要
件
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
休
業
の
分
割
取
得
と

し
て
、
同
一
の
対
象
家
族
・

同
一
の
要
介
護
状
態
の
場
合
、

変
更
前
は
原
則
1
回
・
93
日

分
の
支
給
だ
っ
た
も
の
が
、

変
更
後
は
通
算
93
日
分
・
最

大
3
回
ま
で
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
介
護
休
業

の
申
出
が
で
き
る
有
期
契
約

労
働
者
の
要
件
と
し
て｢

勤
続

1
年
以
上｣

｢

93
日
経
過
後
か

ら
6
ヶ
月
を
経
過
す
る
ま
で

更
新
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
な
い
事｣

に
な
り
ま
す
。

　

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措

置
と
し
て
、
変
更
前
は
介
護

休
業
と
通
算
し
て
93
日
の
範

囲
内
だ
っ
た
も
の
が
、
変
更

後
は
介
護
休
業
と
は
別
に
、

利
用
開
始
か
ら
3
年
の
間
で

2
回
以
上
の
利
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

所
定
外
労
働
の
免
除
制
度

が
創
設
さ
れ
、
対
象
家
族
1

人
に
付
き
、
介
護
の
必
要
が

な
く
な
る
ま
で
残
業
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護

休
暇
は
半
日(

所
定
労
働
時
間

の
2
分
の
1)

単
位
で
の
取
得

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
要
介

護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
の

介
護
そ
の
他
の
世
話
は
、
1

年
に
5
日(

対
象
家
族
2
人
以

上
の
場
合
は
10
日)

休
暇
取
得

が
可
能
で
す
。

■
特
定
受
給
資
格
者
の
基
準　

　

 

の
見
直
し　

　

特
定
受
給
者
と
は
、
倒

産
・
解
雇
等
の
理
由
に
よ
り
、

再
就
職
の
準
備
を
す
る
時
間

的
な
余
裕
が
な
く
退
職
せ
ざ

る
を
得
な
い
人
の
こ
と
で
す
。

追
加
該
当
と
し
て
、

・
妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す

　

る
不
利
益
な
扱
い

・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等

　

の
申
し
出
を
拒
否
さ
れ
る

　

こ
と
に
よ
り
退
職

が
特
定
受
給
者
の
基
準
に
入

り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休
業

は
、
2
歳
ま
で
再
延
長
が
可

能
に
な
る
予
定
で
す(

平
成
29

年
10
月
1
日
施
行)

。

　

65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金

が
、
平
成
28
年
10
月
19
日
以

降
に
施
行
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

現
状
は
、
80
％
以
上
の
企
業

が
、
定
年
60
歳
・
再
雇
用
65

歳
ま
で
で
す
。
詳
細
は
、(

独

立
行
政
法
人)

高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
支
給
要
件

①
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規

則
に
定
め
て
、
い
ず
れ
か
を

実
施
し
ま
す
。

・
旧
定
年
年
齢
を
上
回
る
65

　

歳
以
上
へ
の
定
年
引
上
げ

・
定
年
の
定
め
の
廃
止

・
旧
定
年
年
齢
及
び
継
続
雇

　

用
年
齢
を
上
回
る
66
歳
以

　

上
の
継
続
雇
用
制
度
の
導

　

入
②
上
記
の
制
度
の
規
定
に
あ

た
っ
て
経
費
を
要
し
た
事
業

主③
上
記
の
制
度
を
規
定
し
た

労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則

を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

④
支
給
申
請
日
の
前
日
に
お

い
て
、
当
該
事
業
主
に
1
年

以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て

い
る
60
歳
以
上
の
雇
用
保
険

被
保
険
者
が
1
人
以
上
い
る

こ
と
が
要
件
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
短
期
雇
用
特
例
被

保
険
者
、
日
雇
労
働
被
保
険

者
は
除
か
れ
、
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す

る
労
働
者
又
は
定
年
後
に
継

続
雇
用
制
度
に
よ
り
引
き
続

き
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に
限

り
ま
す
。 

■
申
請
手
続
き

　

定
年
引
上
げ
等
実
施
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
カ
月

以
内
に
申
請
書
を
提
出
し
ま

す
。

　

最
近
の
60
歳
以
上
の
人
は

元
気
で
す
が
、
定
年
引
上
げ
・

継
続
雇
用
の
引
上
げ
は
、
各

人
の
能
力
や
職
種
・
業
種
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
一
時
的

に
助
成
金
を
支
給
し
て
も
ら

う
と
、
定
め
ら
れ
た
年
齢
ま

で
は
正
社
員
と
し
て
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

自
分
の
会
社
に
適
し
て
い
る

人
材
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
関
係
助
成
金

3/1000

3/1000

4/1000

一 般 の 事 業

農　林　水　産
清酒製造の事業

建 設 の 事 業

雇用保険
料　　率

 9/1000

11/1000

12/1000

失業等給付

労働者 事業主

3/1000

4/1000

4/1000

3/1000

4/1000

4/1000

二事業
事業主

改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
に
合
わ
せ
て
の
雇
用

保
険
の
取
扱
い

【
支
給
額
】

①
65
歳
へ
の
定
年
引
上
げ
→ 

　

 

1
0
0
万
円

②
66
歳
以
上
へ
の
定
年
引
上

　

 

げ
、
ま
た
は
定
年
の
定
め

　

 

の
廃
止
→ 

1
2
0
万
円

③
希
望
者
全
員
対
象
継
続

　

  

雇
用

 　

 

66
歳
～
69
歳
→ 

60
万
円　

　

  

70
歳
以
上 　

→ 

80
万
円
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近
年
、
政
府
・
与
党
で
は
、

デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
を

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
有
効
求
人
倍
率
や
賃
上

水
準
の
向
上
に
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
も
の
の
、
未

だ
個
人
消
費
や
設
備
投
資
は

力
強
さ
を
欠
く
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
背

景
に
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
構
造
的
な

問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
子
育
て
や
介

護
へ
の
不
安
を

無
く
し
、
女
性

や
若
者
の
活
躍

を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
少
子

高
齢
化
の
流
れ
に
歯
止
め
を

か
け
、
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る｢

一
億
総
活
躍
社

会｣

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の｢

一
億
総
活
躍
社
会｣

を
実
現
し
、
日
本
全
体
の
成

長
力
を
底
上
げ
す
る
た
め
、

｢

働
き
方
改
革｣

・｢

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン｣

に
重
点
を
お
い
た
、

｢

平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱｣

が
、
平
成
28
年
12
月
8
日
に

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
改
正
の
概
要

　

中
小
法
人
等
に
認
め
ら
れ

て
い
た
法
人
税
の
軽
減
税
率

(

15
％)

に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

昨
今
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、

さ
ら
に
2
年
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

■
適
用
時
期

　

平
成
30
年
度
末
ま
で
延
長

さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
含
め
た

中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
支

援
す
る
た
め
、
中
小
企
業
経

営
強
化
税
制
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
の
う
ち
、
生
産
性
の
高

い
先
進
的
な
設
備
や
生
産
ラ

イ
ン
等
の
改
善
に
資
す
る
設

備
投
資
を
対
象
に
、
即
時
償

却
又
は
税
額
控
除
が
で
き
る

上
乗
せ
措
置
に
つ
い
て
、
中

小
企
業
等
経
営
強
化
法
の
認

定
計
画
に
基
づ
く
制
度
に
改

組
し
た
上
で
、
対
象
と
な
る

器
具
設
備
及
び
建
物
附
属
設

備
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

■
適
用
要
件

Ⅰ
適
用
対
象
法
人

①
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る

中
小
企
業
者

②
経
営
力
向
上
計
画(

人
材
育

成
、
コ
ス
ト
管
理
、
設
備
投

資
な
ど
、
事
業
者
の
経
営
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
ま
と
め
た
計
画)

を
提

出
し
、
認
定
を
受
け
た
法
人

Ⅱ
対
象
期
間

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の

期
間

Ⅲ
適
用
対
象
設
備

①
生
産
性
向
上
設
備

・
生
産
性
向
上
設
備

　

発
売
開
始
か
ら
一
定
期
間

以
内
の
設
備(

機
械
装
置
：
10

年
以
内
、
工
具
：
5
年
以
内
、

器
具
備
品
：
6
年
以
内
、
建

物
附
属
設
備
：
14
年
以
内
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
：
5
年
以
内)

・
旧
モ
デ
ル
比
で
生
産
効
率
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
精
度
等

が
年
平
均
1
％
以
上
向
上
す

る
も
の

※

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
及
び
旧
モ

デ
ル
が
存
在
し
な
い
資
産
に

つ
い
て
は
、
生
産
性
向
上
設

備
の
要
件
の
み　

②
収
益
力
強
化
設
備
等

　

年
平
均
の
投
資
利
益
率
が

5
％
以
上
の
投
資
計
画
に
係

る
設
備
等

Ⅳ
取
得
価
額
要
件

・
機
械
装
置

　

1
台
又
は
1
基
の
取
得
価

額
が
1
6
0
万
円
以
上
の
も

の・
工
具
及
び
器
具
備
品

　

そ
れ
ぞ
れ
1
台
又
は
1
基

の
取
得
価
額
が
30
万
円
以
上

の
も
の

・
建
物
付
属
設
備

　

一
の
取
得
価
額
が
60
万
円

以
上
の
も
の

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　

一
の
取
得
価
額
が
70
万
円

以
上
の
も
の

　

適
用
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
中
小
企
業
者

(

資
本
金
1
億
円
以
下)

で
あ

れ
ば
、
特
別
償
却
で
購
入
し

た
も
の
の
全
額
を
全
て
経
費

で
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
る
い
は
税
額
控
除
で
買
っ

た
も
の
の
7
％
は
法
人
税
を

安
く
し
て
も
ら
え
ま
す
。
特

定
中
小
企
業
者(

資
本
金
3 

0
0
0
万
円
円
以
下)

で
あ
れ

ば
、
同
じ
様
に
特
別
償
却
と
、

10
％
の
税
額
控
除
が
使
え
ま

す
。
な
お
、
税
額
控
除
は
当

期
の
法
人
税
額
の
20
％
を
限

度
と
し
、
控
除
し
き
れ
な
い

場
合
に
は
1
年
間
の
繰
越
し

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
適
用
時
期

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
な
り
ま
す
。

　

設
備
投
資
関
係
の
特
別
償

却
や
税
額
控
除
は
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
中

小
企
業
の
投
資
に
お
い
て
は
、

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
が

メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。　

■
改
正
の
概
要

　

企
業
収
益
の
拡
大
が
雇
用

の
増
加
や
賃
金
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
、

そ
れ
が
消

費
の
拡
大

に
結
び
付

く
と
い
う

｢

経
済
の
好
循
環｣

を
作
り
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
賃
上
げ
を
行
っ

た
企
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
機
能
を
強
化
す
る
観
点
か

ら
、
平
成
25
年
度
税
制
改
正

で
創
設
さ
れ
た
所
得
拡
大
促

進
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

■
現
行
制
度

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法

人
が
、
国
内
で
雇
用
す
る
使

用
人
の
給
与
総
額
を
適
用
年

平
成
29
年
度
税
制
改
正

大
綱
の
ポ
イ
ン
ト

始　

め　

に

中
小
企
業
者
の

軽
減
税
率
の
延
長

中
小
企
業
経
営
強
化

税
制
の
創
設

所
得
拡
大
促
進

税
制
の
拡
充
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度
に
応
じ
た
一
定
割
合
増
額

し
、
か
つ
、
3
つ
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
給
与
等

支
給
額
の
10
％
を
税
額
控
除

(

大
企
業
は
法
人
税
額
の
10
％
、

中
小
企
業
は
20
％
が
上
限)

す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
適
用
要
件

■
改
正
内
容

　

同
税
制
の
適
用
要
件
③
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
従
来
の
適
用
要
件
①
②

を
満
た
す
こ
と
で｢

給
与
等
支

給
額
の
増
加
額
の
10
％｣

の
税

額
控
除
が
適
用
で
き
、
さ
ら

に
改
正
後
の
要
件
③
を
満
た

す
こ
と
で
、
中
小
企
業
な
ら

ば
最
大
で
22
％
の
税
額
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

大
企
業
の
改
正
後
の
要
件

は
、
平
均
給
与
等
支
給
額
が

前
年
度
比
2
％
以
上
の
増
加

と
な
り
、
賃
上
げ
率
2
％
以

上
の
企
業
は
、
前
年
度
か
ら

の
増
加
額
に
つ
い
て
税
額
控

除
を
2
％
上
乗
せ
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
の
改
正
後
の
要
件

は
、
平
均
給
与
等
支
給
額
が

前
年
度
を
上
回
る
か
、
あ
る

い
は
前
年
度
比
2
％
以
上
の

増
加
と
な
り
、
賃
上
げ
率
2

％
以
上
の
企
業
は
、
前
年
度

か
ら
の
増
加
額
に
つ
い
て
税

額
控
除
を
12
％
上
乗
せ
で
き

ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

研
究
開
発
税
制
は
、
研
究

開
発
を
行
っ
た
法
人
に
、
所

得
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算

入
さ
れ
る
試
験
研
究
費
が
あ

る
場
合
、
そ
の
事
業
年
度
の

法
人
税
額
か
ら
一
定
金
額
を

控
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、
研
究
開

発
税
制
の
対
象
と
な
る
試
験

研
究
費
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

る
他
、
投
資
の
増
減
に
応
じ

て
税
額
控
除
率
に
メ
リ
ハ
リ

を
効
か
せ
る
た
め
の
措
置
な

ど
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正

に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
繋
が
る
中
長
期
・
革

新
的
な
研
究
開
発
が
促
進
さ

れ
、
成
長
力
・
国
際
競
争
力

の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
現
行
制
度

■
改
正
内
容

①
試
験
研
究
費
の
範
囲
の
見

　

直
し

　

研
究
開
発
税
制
の
支
援
対

象
に
、
こ
れ
ま
で
の
製
造
業

に
よ
る｢

モ
ノ
作
り｣

の
研
究

　　
　
　

■
改
正
の
概
要　

　

日
本
企
業
の
多
く
が
3
月

末
に
決
算
を
迎
え
、
6
月
に

株
主
総
会
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
決
算
か
ら
株
主
総
会
ま

で
の
期
間
が
他
の
先
進
国
に

比
べ
て
短
く｢

株
主
が
議
決
権

を
行
使
す
る
時
間
的
猶
予
が

短
い｣

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
業
と
投
資
家
の

対
話
の
充
実
を
図
る
た
め
、

上
場
企
業
等
が
株
主
総
会
の

開
催
日
を
柔
軟
に
設
定
で
き

る
よ
う
、
法
人
税
等
の
申
告

期
限
の
延
長
可
能
月
数
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
内
容

　

会
計
監
査
人
設
置
会
社
が

決
算
日
か
ら
3
ヶ
月
を
越
え

て
株
主
総
会
期
日
を
設
定
し

た
場
合
、
株
主
総
会
後
に
法

人
税
の
申
告
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
、
原
則
決
算

日
か
ら
2
ヶ
月
以
内
で
、
特

例
適
用
時
は
決
算
日
か
ら
4

ヶ
月
以
内
で
す
。

　

対
象
法
人
は
、

①
会
計
監
査
人
を
置
い
て
い

　

る
こ
と

②
定
款
等
の
定
め
に
よ
り
各

　

事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌

　

日
か
ら
3
ヶ
月
以
内
に
決

　

算
に
つ
い
て
の
定
時
総
会

　

が
召
集
さ
れ
な
い
状
況
に

　

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

の
2
要
件
を
満
た
す
法
人
で

す
。　
　

 
(

文
責
・
編
集
部)

当
期
の
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
≧
基
準
事
業
年
度
の

給
与
等
支
給
額
×
一
定
の

増
加
割
合

当
期
の
給
与
等
支
給
額
≧

前
期
の
給
与
等
支
給
額

当
期
の
平
均
給
与
等
支
給

額
＞
前
期
の
平
均
給
与
等

支
給
額

①②③

研
究
開
発
税
制
の

見
直
し

上乗せ措置

【増加型】
試験研究費が過去3年平均より
増加した場合の控除制度

控除額 試験研究費の増加額
×控除率(5％～30％)

【総額型】
試験研究費総額に係る控除制度

控除額 試験研究費総額×
8％～10％

控除限度額 法人税額の25％

恒久措置

【高水準型】
試験研究費の対売上比率が10％を
超えた場合の控除制度

控除額 試験研究費の増加額
×控除率(5％～30％)

【オープンイノベーション型】
特別試験研究費にかかる控除制度

控除額
特別試験研究費総額
×20％又は30％

控除限度額 法人税額の5％

 控除上限
(法人税額)

合計で法人税額の
40％まで控除可能

選択可

開
発
に
加
え
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
た

第
4

次
産

業
革

命
型
の｢

サ
ー
ビ
ス｣

の
開
発
が
新
た
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

②｢

総
額
型｣

(

試
験
研 

　

究
費
総
額
に
か
か

　

る
控
除
制
度)

の
改

　

正

 

税
額
控
除
率
が
、
試

験
研
究
費
の
総
額
に

応

じ

た

も

の

か

ら

、

試
験
研
究
費
の
増
減

割
合
に
応
じ
た
も
の

に
改
め
ら
れ
ま
す
。

③｢

上
乗
せ
措
置｣

の

　

改
正

　

増
加
型
の
上
乗
せ

措
置
が
廃
止
さ
れ
る

と
と
も
に
、
高
水
準

型
の
上
乗
せ
措
置
の

適
用
期
限
が
2
年
延

長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

25％ 5％

10％

法
人
税
申
告
期
限
の

見
直
し
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2
0
1
7
年
が
明
け
た
。

何
と
も
胸
騒
ぎ
を
覚
え
る
幕

開
け
だ
。
後
世
に
お
い
て｢

大

転
換
期
で
あ
っ
た｣

と
ふ
り
返

ら
せ
る
に
充
分
な
出
来
事
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
16
年
、
国

際
協
調
路
線
が
描
き
切
れ
な

い
手
探
り
の
船
出
と
言
え
そ

う
だ
。
そ
の
一
方
で
、
よ
っ

て
立
つ
べ
き
足
元
の
国
内
事

情
も
、
国
と
地
方
が
抱
え
る

1
0
0
0
兆
円
超
の
借
金
頼

み
の
財
政
・
人
口
減
・
少
子

高
齢
化
と
こ
れ
に
起
因
す
る

社
会
保
障
政
策
な
ど
課
題
山

積
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
国
内
外
の
課
題
に

対
応
す
る
の
が
、
民
主
主
義

に
よ
る
社
会
の
意
思
決
定
で

あ
る
。
多
様
な
意
見
を
持
つ

個
々
人
が
、
社
会
の
構
成
員

と
し
て
一
体
感
を
持
ち
多
数

決
の
結
論
を
得
て
実
行
す
る

の
が
原
理
原
則
の
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
既
存
秩
序
へ
の
不

満
、
貧
富
の
格
差
が
拡
大
す

る
な
ど
、
例
え
ば
英
国
の
欧

州
連
合(

Ｅ
Ｕ)

離
脱
、
難
民

問
題
、
韓
国
、
統
領
弾
劾
、

米
国
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン

プ
現
象
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
選
挙
が
一
時
の
う
っ

ぷ
ん
晴
ら
し
と
な
り
、
民
主

主
義
そ
の
も
の
の
持
続
可
能

性
が
怪
し
く
な
る
。
ま
さ
に

民
主
主
義
の
危
機
・
限
界
を

暗
示
し
て
い
る
感
が
強
い
。

　

そ
こ
で
改
め
て
民
主
主
義

の
原
点
に
思
い
を
至
し
、
選

挙
文
化
が
支
え
る
政
治
文
化

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
選

挙
執
行
管
理
の
第
一
線
現
場

か
ら
考
え
て
み
た
い
。
特
に

昨
年
は
70
年
ぶ
り
の
わ
が
国

憲
政
史
上
初
の
18
歳
以
上
選

挙
権
と
、
一
票
の
格
差
是
正

の
た
め
の
参
院
選
合
区
選
挙

が
執
行
さ
れ
、
先
例
の
な
い

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。

選
挙
制
度
の
今
後
の
あ
り
方

も
含
め
て
現
場
で
の
試
行
錯

誤
、
創
意
工
夫
、
切
磋
琢
磨

を
検
証
し
、
今
後
を
考
え
て

み
た
い
と
思
う
。

　

私
た
ち
が
学
校
で
学
ん
で

き
た
18
、
9
世
紀
の
伝
統
的

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
で
は
、

今
日
の
著
し
い
変
化
に
対
応

し
切
れ
な
い
状
況
が
世
界
各

地
で
多
発
し
て
い
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で

説
か
れ
て
き
た
伝
統
的
な
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
根
本
的
に
再

考
し
、
修
正
と
補
強
を
加
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
民
主
政
治
発
展

の
根
幹
で
あ
る
選
挙
制
度
の

あ
り
方
と
そ
の
適
切
な
執
行

管
理
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
民
主
制
と
言
う

も
の
は
、
専
制
的
政
府
に
対

す
る
反
抗
の
歴
史
と
言
え
よ

う
。
戦
争
に
よ
る
征
服
・
被

征
服
の
過
程
を
経
て
、
支
配

者
は
専
制
政
治
を
行
う
。
こ

れ
に
経
済
力
を
つ
け
た
商
人

階
級
中
心
の
庶
民
が
反
抗
し

て
、
1
6
8
8
年
～
9
年
イ

ギ

リ

ス

の

名

誉

革

命

、

1
7
7
6
年
の
ア
メ
リ
カ
独

立
革
命
、
1
7
8
9
年
フ
ラ

ン
ス
革
命
な
ど
が
、
絶
対
主

義
・
専
制
政
治
を
打
破
し
、

こ
れ
ら
三
大
革
命
を
契
機
に

近
代
の
民
主
制
が
確
立
さ
れ

て
い
く
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
、
三
権
分
離
主
義
、
法
治

主
義
、
議
会
主
義
の
三
つ
の

基
本
方
式
で
政
治
を
行
い
、

国
王
や
政
府
に
よ
っ
て
干
渉

さ
れ
な
い
国
民
個
々
人
の
自

由
を
最
大
限
に
確
保
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

　

こ
う
し
て
選
挙
権
が
整
備

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

や
が
て
産
業
の
発
展
が
貧
富

の
格
差
を
生
み
、
選
挙
権
の

拡
大
は
選
挙
人
の
間
に
利

害
・
感
情
・
教
養
・
社
会
的

地
位
な
ど
に
お
い
て
等
し
く

な
い
異
質
分
子
を
生
む
こ
と

に
な
る
。
国
民
の
間
に
同
質

性
の
存
在
が
次
第
に
崩
れ
て

い
く
。｢

民
主
主
義
は
普
遍
的

な
も
の
で
な
い｣

の
で
あ
る
が
、

｢

ベ
ス
ト
が
な
い
以
上
、
ベ
タ

ー
な
民
主
主
義｣

を
再
考
、
修

正
、
補
強
し
て
活
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
最
高

の
手
段
と
し
て
選
挙
制
度
が

活
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

歴
史
の
教
訓
で
あ
る
が

1
9
3
2
年
7
月
、
総
選
挙

で
2
3
0
議
席
を
占
め
た
ナ

チ
ス
党
が
第
一
党
と
な
り
、

翌
年
2
月
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
首

相
と
な
る
。
3
月
24
日｢

国
民

及
び
国
家
の
危
機
排
除
に
関

す
る
法
律｣

を
公
布
し
独
裁
者

の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。

そ
の
当
時
最
も
民
主
的
と
言

わ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の

　

Vol.111

デモクラシーの変遷と
　　    選挙制度のあり方
  　　     

始　

め　

に

徳島文理大学総合政策学部(兼総合政策学研究科)教授

多
様
化
社
会
の

ベ
タ
ー
な
選
択

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

変
遷
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下
で
、
三
権
分
離
主
義
を
否

定
し
政
府
が
全
権
力
を
掌
握
、

絶
対
的
権
力
を
振
い
以
降
破

滅
へ
の
道
を
進
む
。
い
わ
ゆ

る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
は
、

民
主
主
義
の
母
国
イ
ギ
リ
ス

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国

に
伝
播
し
、
民
主
主
義
が
万

能
で
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ

る
。｢

ベ
ス
ト
で
は
な
い
が
、

ベ
タ
ー
な
制
度｣

と
し
て
修
正
、

補
強
さ
れ
つ
つ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
71
年
後
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
独
立
、
大
阪
都
構

想
、
英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
な

ど
を
巡
る
国
民
投
票
が
、
さ

ら
に
新
た
な
民
主
主
義
の
行

詰
ま
り
と
選
挙
制
度
の
あ
り

方
を
問
う
様
相(

徳
島
エ
コ
ノ

ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
自
治
随
想

v
o
l
.
1
0
7
)

を
呈
し
て
い
る
。

　

年
改
ま
っ
て
2
0
1
7
年

1
月
20
日
、
米
45
代
ト
ラ
ン

プ
新
大
統
領
の
異
常
な
就
任

式
、
そ
の
数
時
間
前
の
安
倍

首
相
の
通
常
国
会
所
信
表
明

と
、
漂
流
感
漂
う
幕
開
け
と

な
っ
た
。

　

大
げ
さ
に
言
え
ば
、
地
球

全
体
を
不
確
実
性
が
覆
う
か

の
よ
う
な
気
配
す
ら
す
る
。

今
後
ど
う
考
え
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、

日
本
に
何
が
で
き
、
地
方
に

暮
ら
す
私
た
ち
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
見
当
も
つ
か

な
い
。
民
主
主
義
と
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
と
り
で
の
中
で
、

豊
か
な
食
卓
と
利
便
性
の
高

い
社
会
生
活
に
囲
ま
れ
て
き

た
私
た
ち
は
、
じ
っ
く
り
腰

を
据
え
て
考
え
、
判
断
し
、

行
動
す
べ
き
転
換
期
に
立
っ

て
い
る
。

　

民
主
主
義
は
個
人
を
大
切

に
す
る
政
治
形
態
だ
。
そ
の

個
人
は
そ
れ
ぞ
れ
利
害
を
抱

え
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
起
き

る
様
々
な
争
い
を
昔
は
武
力

で
解
決
し
て
き
た
が
、
民
主

主
義
は
血
を
流
さ
ず
に
収
め

よ
う
と
選
挙
を
導
入
し
、
た

ま
っ
た
不
満
を
解
消
す
る
社

会
の
安
全
弁
と
し
た
。
と
こ

ろ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経

済
・
貧
富
の
格
差
・
社
会
保

障
問
題
・
テ
ロ
・
移
民
・
領

土
問
題
な
ど
多
様
な
社
会
状

況
の
激
変
を
巡
っ
て
市
民
の

声
が
政
治
に
届
か
な
い
。｢

オ

ー
ル
・
オ
ア
ー
・
ナ
ッ
シ
ン

グ｣

や｢

イ
エ
ス
か
ノ
ー
か｣

の

傾
向
が
顕
著
と
な
る
。
代
表

を
選
ぶ
選
挙
の
自
由
が
そ
こ

な
わ
れ
れ
ば
民
主
主
義
は
機

能
し
な
い
。
や
は
り
身
近
な

地
域
社
会
で
、
居
酒
屋
や
井

戸
端
会
議
で
、
み
ん
な
が
共

助
の
精
神
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
や
す
い
社
会
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、

個
人
が
住
む
自
由
な
地
方
自

治
こ
そ
が
極
め
て
大
切
だ
と

思
い
た
い
。
地
方
に
お
い
て

｢

意
志
の
あ
る
選
択(

挙)
｣

を

実
践
す
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で

あ
ろ
う
。
未
知
や
無
知
の
先

に
代
償
は
な
い
。
だ
か
ら
辛

く
と
も
現
実
を
知
り
、
学
び
、

考
え
、
判
断
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
全
国
約
1
8
0
0
の

地
方
自
治
体
か
ら
、
日
本
と

い
う
国
家
に
連
動
し
、
日
本

な
ら
で
は
の
個
性
と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
基
づ
く
方

向
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
し
づ
め
日
本
は
自
由
主
義

の
旗
を
か
か
げ
続
け
、
戦
後

資
源
の
な
い
小
国
が
豊
か
に

な
れ
た
経
緯
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
対
応
、
資
本
主
義

と
民
主
主
義
の
衝
突
の
平
和

的
調
整
、
持
続
可
能
な
国
内

対
策(

国
・
地
方
の
財
政
問
題
、

少
子
高
齢
化
、
貧
富
格
差
の

是
正
、
教
育
・
社
会
保
障
等)

な
ど
を
追
及
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

振
り
返
る
と
こ
れ
ま
で

1
5
0
年
、
明
治
維
新
と
敗

戦
と
い
う
大
き
な
訓
練
を
乗

り
越
え
て
き
た
若
い
世
代
の

活
躍
が
思
い
浮
か
ぶ
。
18
歳

選
挙
権
施
行
を
契
機
に
、
若

者
を
前
面
に
押
し
立
て
、
国

も
地
方

も
総
力

を
結
集

し
て
、

新
し
い

日
本
を

目
指
し

た
い
も

の
だ
。

　

日
本

の
国
技

大
相
撲

に
19
年

ぶ
り
に

日
本
人

横
綱
が

誕
生
、

久
し
振

り
に｢

日
本
ら

し
さ｣

の
興
奮
が
各
地
に
湧
き

起
こ
っ
て
い
る
。
第
72
代
新

横
綱
は
、｢

ふ
る
さ
に
想
い
を

発
し
、
稽
古
と
真
っ
向
勝
負

を
信
条
に
精
進｣

を
誓
っ
た
。

久
し
振
り
に
日
本
人
像
を
教

え
ら
れ
た
気
が
す
る
。
ふ
る

さ
と
と
い
う
原
点
を
、
こ
の

国
日
本
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に

持
続
可
能
な
国
内
シ
ス
テ
ム

再
編
と
、
日
本
ら
し
く
世
界

に
つ
な
が
る
方
向
を
目
指
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

第11回マニフェスト大賞授賞式
　 (於:東京六本木森ビル)

わ
が
国
は
、

私
た
ち
地
方
人
は
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今
月
号
が
最
終
執
筆
と
な
る
。

二
十
年
間
、毎
月
書
い
て
き
た
の

で
こ
れ
が
最
後
と
思
う
と「
何
を

題
材
に
し
よ
う
か
」と
迷
う
。新

聞
広
告
で「
九
十
歳
、何
が
め
で

た
い
」と
い
う
本
を
見
つ
け
た
。

筆
者
は
今
年
一
月
で
満
八
十
歳

を
元
気
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て「
め
で
た
い
」と
思
っ
て
い
る
の

に
、九
十
歳
ま
で
元
気
な
ら
結

構
な
こ
と
で
な
い
か
と
、瞬
間
的

に
反
発
し
た
。早
速
、購
入
し
た
。

著
者
は
サ
ト
ー
ハ
チ
ロ
ー
の
妹・佐

藤
愛
子
さ
ん（
九
十
三
歳
）で
、こ

の
本
は
四
十
六
万
部
を
突
破
し

て
い
る
と
い
う
。

　

読
ん
で
み
る
と
ど
の
章
も
面

白
い
。お
終
い
に
こ
ん
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。

　
「
あ
あ
、長
生
き
す
る
と
い
う

こ
と
は
、全
く
面
倒
く
さ
い
こ
と

だ
。耳
だ
け
じ
ゃ
な
い
。眼
も
悪

い
。終
始
、涙
が
滲
み
出
て
目
尻

目
頭
の
ジ
ク
ジ
ク
が
止
ま
ら
な
い
。

膝
か
ら
は
時
々
力
が
抜
け
て
よ

　
ろ
め
く
。脳
ミ
ソ
も
減
っ
て
き
た
。

そ
の
う
ち
歯
も
抜
け
る
だ
ろ
う
。

な
の
に
私
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。

　

も
の
い
わ
ぬ
婆
ア
と
な
り
て　

春
暮
る
る
」

　

お
し
ま
い
の
言
葉
で
佐
藤
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
の
ん
び
り
」の
毎
日
で
は
、起

き
て
も
別
に
す
る
こ
と
も
な
し

￤
。

仕
事
を
や
め
れ
ば
訪
ね
て
来
る

人
も
途
絶
え
る
。そ
ん
な
時
に

「
女
性
セ
ブ
ン
」か
ら
週
刊
誌
エッ

セ
イ
連
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

依
頼
を
引
き
受
け
る
時「
九

十
歳　

何
が
め
で
た
い
」が
閃
い

た
、ヤ
ケ
ク
ソ
が
こ
も
っ
て
い
る
」

と
い
う
。隔
週
連
載
が
始
ま
っ
て

　

何
週
間
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、気

が
つい
た
ら
私
は
老
人
性
ウ
ツ
病

か
ら
抜
け
出
て
い
た
。人
間
は

「
の
ん
び
り
し
ょ
う
」な
ん
て
考

え
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
事
が
九
十

歳
を
過
ぎ
て
よ
く
わ
か
っ
た
」と

結
ん
で
い
る
。

　

筆
者
は
題
名
に
反
発
し
て
本

を
買
い
反
論
を
書
こ
う
と
考
え

て
読
ん
で
み
る
と
、そ
れ
は
人
生

賛
歌
の
内
容
だ
っ
た
。題
名
で
読

者
を
引
き
付
け
、筆
者
も
読
ま

さ
れ
た
の
だ
か
ら
、「
参
り
ま
し

た
」と
脱
帽
で
あ
る
。こ
の
本
は

「
九
十
歳
は
め
で
た
い
」と
い
う

内
容
の
著
書
だ
っ
た
。筆
者
は
満

八
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
、や
っ
と
比
喩
が
理
解
で
き
た
。

　

　

兼
高
か
お
る
さ
ん（
八
十
八

歳
）が
今
年
二
月
、産
経
新
聞
に

「
話
の
肖
像
画
」と
し
て
、五
回
の

連
載
を
さ
れ
た
。番
組
が
始
ま
っ

た
の
は
昭
和
三
十
四（
１
９
５

９
）年
、筆
者
が
大
学
を
卒
業
し

徳
島
新
聞
社
編
集
局
へ
就
職
で

き
た
年
だ
っ
た
。

　

四
回
目
の
で
、「
日
本
の
良
さ

が
失
わ
れ
て
い
く
」と
題
し
て

「
特
に
若
い
ひ
と
た
ち
の
マ
ナ
ー

に
は
眉
を
ひ
そ
め
た
く
な
る
こ

と
が
あ
る
。家
庭
も
ダ
メ
、教
育

も
ダ
メ
、と
り
わ
け
家
庭
が
大
事

で
す
。日
本
人
の
良
さ
は
家
庭
で

培
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
」と
述

べ
て
い
る
。

　
「
最
近
の
若
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
冒
険
を
嫌
い
、安
定
志
向
だ
け

が
強
い
。海
外
旅
行
に
行
き
た
が

ら
ず
、留
学
生
も
減
って
い
る
」と

の
問
い
に
、次
の
よ
う
に
答
え
る
。

日
本
人
と
し
て
の
基
本
は
衣
食

住
に
あ
る
が
、豊
か
に
な
り
過
ぎ

た
の
か
、い
ま
や
そ
れ
が
あ
って
当

　

た
り
前
、大
切
さ
を
忘
れ
て
い
る
。

日
本
で
こ
ん
な
便
利
で
快
適
な

生
活
を
し
て
い
る
の
に
、な
ぜ
、わ

ざ
わ
ざ
苦
労
を
し
に
外
国
へ
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
の

で
し
ょ
う
ね
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

さ
え
あ
れ
ば
、日
本
も
外
国
も

な
い
、す
べ
て
事
足
り
る
と
い
う

の
で
す
か
？
そ
れ
で
は「
自
分
を

育
て
る
」こ
と
は
で
き
な
い
。日

本
人
の
知
的
好
奇
心
は
ど
こ
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
か
？
資
源
も
な

い
島
国
で
、い
ざ
、地
球
上
に
問

題
が
起
き
た
と
き
誰
が
助
け
て

く
れ
る
の
か
？

　

筆
者
も
全
く
同
感
で
あ
る
。

筆
者
が
気
軽
に
海
外
へ
出
掛
け

る
の
も
、知
的
好
奇
心
を
満
た

す
た
め
で
そ
の
た
め
な
ら
出
費

は
厭
わ
な
い
。

　　

二
月
３
〜
６
日
ま
で「
阿
波
を

盛
り
上
げ
る
泡
盛
の
会
」の
二
十

三
人
と
一
緒
に
沖
縄
・
宮
古
島
へ

旅
行
し
た
。宮
古
島
は
那
覇
か

ら
西
南
に
二
百
九
十
キ
ロ
に
あ

　

「
満
八
十
歳・健
康
」は
め
で
た
い

沖
縄・宮
古
島
で
も
カ
ヤ
敷
農
法

Monthly Topics

洞窟の泡盛貯蔵庫

徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
支
援
協
議
会 

会
長

九
十
歳
何
が
め
で
た
い

上
品
で
綺
麗
な
日
本
語

宮古太布(宮古島博物館で)

サトウキビを敷いた畑

慰霊塔・豊旗之塔へ献花

サトウキビの焼き畑と根間玄治さん

宮
古
島
で
カ
ヤ
敷
農
法沖縄最大の米軍空港嘉手納基地
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り
、サ
ン
ゴ
礁
と
琉
球
石
灰
岩
か

ら
な
る
台
地
の
島
で
全
般
に
平

坦
で
あ
る
。最
高
地
点
で
百
十

五
メ
ー
ト
ル
、川
ら
し
い
川
も
な
い
。

昭
和
四
十
六
年
、半
年
の
大
干

ば
つ
の
後
に
地
下
ダ
ム
の
建
設
に

着
手
し
、昭
和
六
十
三
年
、二
千

四
百
万
ト
ン
の
水
源
を
確
保
し

た
。こ
の
水
は
上
水
道
の
他
、八

千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
灌
漑

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

私
達
は
ま
ず
泡
盛
蔵
元
の
多

良
川
の
洞
窟
貯
蔵
庫
へ
入
り
、瓶

に
入
れ
て
十
年
以
上
寝
さ
せ
る

様
子
を
見
学
し
た
。翌
日
は
徳

島
県
人
部
隊
の
眠
る「
豊
旗
の

塔
」へ
行
き
沖
縄
戦
で
戦
死
し
た

人
た
ち
を
慰
霊
し
た
。

　

筆
者
は
こ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で

単
独
行
動
を
取
り
、宮
古
島
市

総
合
博
物
館
へ
行
っ
た
。カ
ヤ
や

ス
ス
キ
に
似
た
同
じ
イ
ネ
科
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
と
、徳
島
に
も
あ
る

「
高
里
」姓
の
ル
ー
ツ
が
宮
古
島

と
聞
い
て
そ
の
確
認
の
た
め
だ
っ

た
。高
里
姓
に
つ
い
て
学
芸
員
か

ら
そ
れ
ら
し
い
地
区
が「
新
城
・

　

城
辺
に
あ
る
」と
聞
い
た
が
、時

間
不
足
で
突
き
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
タ
ク

シ
ー
運
転
手
の
根
間
玄
治
さ
ん

が「
自
分
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家

だ
」と
、親
切
に
も
自
宅
へ
案
内

し
て
く
れ
た
。宮
古
島
で
は一ヘ
ク

タ
ー
ル
か
そ
れ
以
上
の
規
模
の
農

家
が
多
い
。地
下
水
が
豊
富
な
の

で
生
育
は
申
し
分
が
無
い
。棒
状

に
し
て
製
糖
工
場
に
運
ぶ
が
、穂

先
や
葉
は
畑
に
残
す
。カ
ヤ
敷
に

し
て
い
る
畑
も
あ
り
、訪
問
先
は

更
に
焼
畑
に
し
て
い
た
。製
糖
工

場
で
出
た
搾
り
か
す
は
燃
料
に

す
る
と
の
事
だ
が
、こ
の
燃
料
は

バ
イ
オ
燃
料
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

刈
り
取
り
の
機
械
が
見
た
い
と

頼
み
、作
業
現
場
へ
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。

　

沖
縄
本
島
で
は
南
城
市
の
糸

数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
と
い
う
深
い
縦

の
洞
窟
で
終
戦
を
迎
え
た
兵
士

達
の
苦
労
の
後
を
偲
ん
だ
。続
い

て
世
界
遺
産
の
斎
場
御
嶽
を
訪

　

ね
、琉
球
信
仰
の一
端
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。琉
球
藍
の
本
場

を
訪
問
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、こ

こ
は「
北
部
」と
い
う
本
島
北
部

の
町
に
あ
り
、先
方
の
了
解
が
取

れ
ず
行
け
な
か
っ
た
。

　　

旧
友
の
眉
山
天
神
社
宮
司
・

滝
本
彰
さ
ん
が
四
月
二
十
六
日

に
、東
京・帝
国
ホ
テ
ル
で
傘
寿
の

宴
を
開
く
。二
月
十
三
日
、そ
の

打
ち
合
わ
せ
に
同
行
し
た
。そ
の

夜
は
横
浜・中
華
街
近
く
の
ホ
テ

ル
に
泊
ま
り
、中
華
街
で
は
聘
珍

樓
で
薬
膳
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

翌
朝
は
港
や
港
の
見
え
る
丘
公

園
を
散
策
し
て
い
た
ら
大
佛
次

郎
記
念
館
を
見
掛
け
た
。開
館

前
だ
っ
た
の
で
そ
の
足
で
東
京
上

野
の
西
洋
美
術
館
を
目
指
し
た
。

し
か
し
、月
曜
は
休
館
日
で
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、六
本
木
の
新
国

立
美
術
館
へ
行
っ
た
。草
間
彌
生

の
看
板
が
目
に
付
い
た
が
、ま
だ

準
備
中
で
空
振
り
。仕
方
な
く

　

近
く
の
森
ビ
ル
に
回
っ
た
。幸
い

「
マ
リ
ー・ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
展
を

や
っ
て
お
り
、こ
ち
ら
へ
並
ん
だ
が
、

同
じ
新
美
術
館
か
ら
流
れ
て
き

た
来
館
者
が
多
く
、一
時
間
以
上

待
た
さ
れ
た
。館
内
も
芋
漕
ぎ

状
態
で
航
空
機
の
搭
乗
時
間
を

気
に
し
な
が
ら
の
気
忙
し
い
拝

観
と
な
っ
た
。

　

二
月
十
九
日
、四
国
大
学
の
研

修
旅
行
が
あ
り
、四
十
人
で
京

都
へ
出
掛
け
た
。大
徳
寺
塔
頭
の

龍
源
院
、瑞
峯
院
を
回
り
、お
目

当
て
の
聚
光
院
へ
行
っ
た
。戦
国

の
天
下
人・三
好
長
慶
の
菩
提
寺

で
、何
度
も
訪
問
し
て
い
る
。国

宝
で
あ
る
狩
野
永
徳・松
栄
の
障

壁
画
は
拝
見
し
て
い
る
が
、平
成

二
十
五
年
に
落
慶
の
書
院
へ
千

住
博
画
伯
が
描
い
た
大
作「
滝
」

は
初
め
て
拝
見
し
た
。鮮
や
か
な

群
青
や
真
っ
白
な
滝
が
浮
か
び

上
が
る
構
想
は
将
来
の
国
宝
級

で
あ
る
。和
尚
に
お
願
い
を
し
て
、

　

庭
の
長
慶
と
千
利
休
の
墓
へ
お

参
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
が
ん
こ
高
瀬
川
二
条
苑
」で

昼
食
を
取
っ
た
が
、こ
こ
は
江
戸

時
代
の
豪
商・角
倉
了
以
が
高
瀬

川
を
開
削
し
そ
の
源
流
に
建
設

し
た
別
邸
跡
に
あ
る
。庭
園
の一

角
に
は
小
堀
遠
州
作
の
茶
庭
も

現
存
し
素
晴
ら
し
い
。上
京
区
に

あ
る
禅
寺・相
国
寺
で
は
承
天
閣

美
術
館
で「
伊
藤
若
冲
」で「
鸚

鵡
牡
丹
図
」な
ど
を
拝
見
し
た
。

　

田
中
省
造
先
生
の
案
内
で
、

室
町
幕
府
の
あ
っ
た
位
置
へ
案
内

し
て
も
ら
っ
た
。な
ん
と
、同
志

社
大
学
の
辺
り
で
、つ
い
で
に
構

内
を
散
歩
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

春
日
実
験
田
の
カ
リ
フ
ラ
ワ

ー・ロ
マ
ネ
ス
コ
に
付
い
て
岡
部
産

業
へ
依
頼
し
て
い
た
成
分
分
析
の

結
果
が
得
ら
れ
た
。そ
れ
に
よ
る

と
一
般
流
通
品
と
比
べ
て
、糖
度

と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
高
く
、抗
酸
化

力
は
並
み
だ
が
硫
酸
イ
オ
ン
は

　　
　
　
　
　
　

三
好
長
慶
の
墓
に
お
参
り

春
日
の
野
菜
品
質
上
々

横浜中華街の聘珍樓(上)と前菜(下)

西川政善さんの出版会

横
浜
中
華
街
で
舌
鼓

せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

ろ
う

へい  

ち
ん

がんこ二条苑(角倉了以別邸跡)(上)と

　小堀遠州作の庭園(中)と料理(下)

伊藤若沖展の開された相国寺

高瀬川の源流と高瀬舟
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極
端
に
低
い
こ
と
が
分
っ
た
。

総
合
評
価
は
５
段
階
中
４
で
、

上
々
の
成
績
だ
と
褒
め
ら
れ

た
。
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
で

あ
ろ
う
。

　　

徳
島
新
聞
の
広
告
五
段
分

を
（
株
）
丁
井
が
使
い
、
毎

月
一
回
、
「
近
江
源
氏
が
鳴

門
に
住
み
着
い
た
経
緯
」
や

「
堂
浦
の
釣
り
具
開
発
」
な

ど
の
記
事
を
掲
載
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
平
成
二
十
二
年

秋
か
ら
二
年
間
、
宇
和
島
町

吉
田
に
進
出
し
た
丁
井
俊
社

長
が
愛
工
房
（
株
）
を
ス
タ

ー
ト
し
た
時
、
吉
田
の
町
を

元
気
に
す
る
記
事
を
書
い
て

と
い
う
依
頼
を
受
け
「
み
か

ん
の
里　

吉
田
ぶ
ら
り
旅
」

を
執
筆
、
出
版
も
し
て
い
る
。

良
い
題
名
が
浮
か
ん
で
い
た

の
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
思
い

出
せ
ず
に
困
っ
て
い
る
。

　

　

三
月
末
が
締
め
切
り
の
四

国
大
学
向
け
「
剣
山
系
の
傾

斜
地
農
業
」
関
連
の
論
文

（
同
大
上
野
昇
講
師
と
共
同

執
筆
）
は
、
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
四
十
枚
の
本
文
は
で
き

た
。
四
国
大
学
図
書
館
や
北

島
町
図
書
館
を
訪
ね
木
屋
平

村
誌
な
ど
、
各
地
の
草
農
法

を
確
認
し
て
い
る
が
、
焼
畑

や
カ
ヤ
敷
な
ど
の
農
法
に
触

れ
て
い
る
記
述
は
以
外
と
少

な
い
。
余
り
に
も
当
た
り
前

す
ぎ
る
か
ら
か
。
後
は
今
月

ネ
パ
ー
ル
へ
調
査
旅
行
に
行

き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
挟
ん

だ
チ
ベ
ッ
ト
と
の
農
作
物
の

違
い
、
土
壌
、
桜
の
原
産
地

の
面
影
な
ど
を
探
し
て
一
項

目
書
け
ば
仕
上
が
る
。
写
真

は
百
枚
位
を
貼
り
付
け
る
予

定
で
整
理
中
で
あ
る
。

　

県
西
二
市
二
町
は
剣
山
系

の
世
界
農
業
遺
産
と
今
回
新

設
さ
れ
た
「
日
本
農
業
遺

産
」
の
認
定
を
め
ざ
し
、
農

林
水
産
省
に
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
が
、
一
次
審
査
を

通
過
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

三
月
中
に
結
果
が
出
る
。
こ

の
よ
う
な
時
期
に
合
わ
せ
て

剣
山
系
の
傾
斜
地
農
業
関
連

で
、
四
国
大
学
へ
論
文
提
出

の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

　

筆
者
は
中
学
生
の
頃
は
つ

ら
つ
と
し
た
同
級
生
を
見
初

め
、
就
職
の
翌
年
結
婚
ま
で

漕
ぎ
つ
け
た
。
こ
れ
は
人
生

最
大
の
成
果
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
が
、
共
に
八
十
歳
と

な
っ
た
最
近
は
ち
ょ
っ
と
様

子
が
違
っ
て
き
た
。
子
供
が

一
人
前
と
な
っ
て
、
妻
の
世

話
を
焼
く
分
野
が
減
り
、
矛

先
が
筆
者
に
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
何
か
に
つ
け
て

小
言
を
い
う
。
「
洗
面
器
が

汚
い
の
で
掃
除
し
た
」
「
部

屋
の
暖
房
が
付
け
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
」
別
々
の
ト
イ
レ
だ

が
、
「
汚
れ
て
い
た
」
「
夕

食
が
要
ら
な
い
な
ら
前
も
っ

て
連
絡
し
て
」
「
頭
は
も
っ

と
洗
わ
な
い
と
臭
く
な
る
」

「
下
着
は
靴
下
だ
け
で
な
く

毎
日
洗
濯
に
出
し
て
」
等
々

キ
リ
が
な
い
。
子
育
て
の
最

中
は
ほ
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た

の
に
、
今
に
な
っ
て
色
々
注

文
を
付
け
ら
れ
て
も
￤
、
さ

て
と
い
う
心
境
で
あ
る
。
聞

き
流
し
て
い
る
が
、
と
に
か

く
元
気
で
い
て
く
れ
な
い
と
、

筆
者
も
好
き
な
こ
と
が
続
け

ら
れ
な
く
な
る
。
妻
に
倒
れ

ら
れ
た
ら
「
ち
ょ
っ
と
ネ
パ

ー
ル
へ
行
っ
て
く
る
け
ん

な
」
と
い
う
事
は
出
来
な
い
。

妻
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
健
康

の
秘
訣
の
よ
う
な
の
で
、
続

け
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
だ

と
悟
っ
た
。
願
わ
く
ば
筆
者

よ
り
長
生
き
を
し
て
、
後
の

始
末
を
し
て
欲
し
い
。

　　

筆
者
は
毎
日
近
く
の
愛
夢

豆
と
い
う
北
島
町
内
の
喫
茶

店
へ
歩
い
て
通
う
。
自
宅
の

応
接
室
代
わ
り
に
使
っ
て
い

て
訪
問
客
と
も
こ
こ
で
会
う
。

散
歩
は
一
日
一
万
歩
。
朝
晩

は
日
本
ハ
チ
ミ
ツ
を
舐
め
て

喉
を
殺
菌
し
て
い
る
。
若
い

人
達
に
誘
わ
れ
れ
ば
ど
こ
へ

で
も
行
く
。
日
記
は
毎
日
欠

か
さ
ず
書
き
物
忘
れ
を
防
い
で

い
る
。
風
呂
に
入
れ
ば
腱
引

き
筋
を
指
圧
し
、
全
身
を
マ

ッ
サ
ー
ジ
し
て
い
る
。
風
呂

の
中
で
、
機
嫌
が
良
け
れ
ば

手
足
が
ポ
キ
ポ
キ
鳴
る
事
も

あ
る
。
オ
ム
ロ
ン
の
測
定
器

に
よ
る
と
、
健
康
年
齢
は
五

十
～
五
十
四
歳
位
。
八
時
間

は
睡
眠
を
取
り
ス
ト
レ
ス
は

溜
め
な
い
。
好
奇
心
が
旺
盛

で
、
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
る
。

常
備
薬
は
緑
内
障
治
療
の
目

薬
と
血
圧
を
下
げ
る
一
錠
、

膝
の
痛
み
予
防
の
健
康
食
品

位
。
健
康
保
険
証
は
極
力
使

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

二
十
年
に
わ
た
っ
て
本
誌

の
原
稿
を
書
か
せ
て
も
ら
っ

た
事
も
頭
の
体
操
に
な
り
、

出
歩
く
き
っ
か
け
と
も
な
り
、

こ
れ
も
元
気
の
源
の
一
つ
で

あ
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

　

今
年
は
一
月
に
積
雪
が
無

か
っ
た
。
お
陰
で
狭
庭
の
ト

マ
ト
が
花
を
二
月
に
咲
か
せ

た
。
ト
マ
ト
は
厳
し
い
環
境

に
育
つ
ほ
ど
味
が
良
く
な
る

と
い
う
。
枯
れ
て
し
ま
え
ば

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
、

根
元
に
カ
ヤ
を
敷
き
保
温
に

勤
め
て
い
た
。
青
い
が
そ
れ

な
り
に
大
き
く
な
っ
た
実
は

収
穫
し
て
干
乾
し
に
し
て
お

い
た
と
こ
ろ
、
皮
を
む
く
と

中
は
赤
い
。
妻
は
そ
れ
を
サ

ラ
ダ
に
使
っ
て
く
れ
る
。
庭

で
採
れ
た
と
い
う
だ
け
で
文

句
な
し
に
美
味
い
。

　

長
い
間
お
付
き
合
い
頂
き

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
が
終
わ
る
と

健
康
法
を
訊
か
れ
る
が

室町幕府跡を示す石柱(右)と

　　　同志社大学(左)

2月に花を付けたトマト

ず

あ
　
む

論
文
は
今
月
提
出

徳
島
を
元
気
に

二
月
、
ト
マ
ト
に
花ま

し
た
読　
　
　

者
の
皆
様　
　
　

に
心
か
ら　
　
　

お
礼
申
し　
　
　

上
げ
ま
す
。　
　

あ
り
が
と　
　
　

う
ご
ざ
い　
　
　

ま
し
た
。



＜講座・講習＞

●徳島県青少年講座 

【とき・内容】3月3日・心の旅講

座、とくしまマラソンへの道ほか

【受講資格】県内在住の15歳か

ら39歳の人

【問】県次世代育成・青少年課

（ 625-6166、 FAX 625-6228） 

●県民公開講座

「正しく知って、正しく予防！慢性

腎臓病（CKD）！！～あなたの腎

臓は大丈夫ですか？～」 

3月9日は「世界腎臓デー」です。

この機会に慢性腎臓病（CKD）に

ついて学びましょう！

【とき】3月12日14:00～

【ところ】あわぎんホール

【問】県健康増進課

（ 621-2223、 FAX 621-2841） 

●フレアキャンパス講座情報（3月） 

▼ 5日・知って得する避難所での

健康対策と食事のこと

▽11日・フレアシネマ劇場「人生、

いろどり」

▼12日・～親子フェスタ2017～

歌のひろば、人形劇「とらまる人

形劇団」、遊び場ゾーンなど

▽ 27～ 31日・春のおでかけシネ

マ劇場（27日・「飛べ！ダコタ」、

29日・「マザー・テレサ」、30日・「宮

西達也劇場おまえうまそうだな」ほ

か、31日・「ミッフィーのゆめ」ほか）

【問】ときわプラザ（▼=要申込）

（ 655-3911、 FAX 626-6189）

＜募集しています＞

●ナンバープレートに挿入する徳

島らしい図柄デザインの「モチー

フ」を募集します！

【応募方法】応募用紙に必要事

項を記入のうえ郵送またはFAX、

メールにてご応募ください。また、

徳島県電子申請・届出システムか

らもご応募可能です。

【応募期限】3月17日

【問】県地方創生推進課

（ 621-2130、 FAX 621-2829） 

＜お知らせ＞

●自死遺族交流会（わかちあいの

会）のご案内 

大切な人を自死で亡くされた人

が、それぞれの想いを安心してお

話しいただける場所になるように

と、毎月開催しています。

【とき】2月24日13:30～15:00

【ところ】県精神保健福祉センター

【問】同センター

（ 602-8911、 FAX 652-2327）

●平成29年度版木造住宅

　耐震技術フォローアップ説明会 

県内の木造住宅耐震化事業につ

いて、県に登録されている耐震診

断員・改修工事施工者向けのフォ

ローアップ説明会を開催します。

（要申込）

【とき・ところ】3月7日12:30～・

あわぎんホール、3月8日12:30～・

西部総合県民局美馬庁舎

【問】県住宅課

（ 621-2598、 FAX 621-2871） 

＜催し＞

●数多へと続きゆく

　ーアール･ブリュットー展 

【とき】2月22～ 26日9:30～

17:00

【ところ】県立近代美術館ギャラリー

【内容】県内外の障がい者作家に

よる芸術作品展（アール・ブリュ

ット展）を開催します。2月26日

13:30からは、展覧会ディレクター

によるトークイベントも行います。

【問】県障がい福祉課

（ 621-2237、 FAX 621-2241）

●心の健康相談・法律相談

　（無料相談会） 

【とき】3月3、14日（予約優先）

【ところ】ハローワーク徳島

【内容】9:30～12:00=心の健康

相談、14:00～16:00=弁護士に

よる法律相談

【問】県消費者情報センター

（ 623-0612、 FAX 623-0174）

＜ご意見募集＞

●オープンとくしま・パブリックコメント 

現在、次の意見を募集しています。

◆徳島県治水及び利水等流域に

おける水管理条例施行規則(素案）

【応募期限】2月26日

【問】県河川整備課

（ 621-2570、 FAX 621-2870） 

◆第3次徳島県住生活基本計画（案）

【内容】これからの住宅政策に係

る基本方針や施策等を定める計画

【応募期限】2月28日

【問】県住宅課

（ 621-2593、 FAX 621-2871） 

◆徳島県アルコール健康障がい

対策推進計画（案）

【応募期限】3月3日

【問】県健康増進課

（ 621-2221、 FAX 621-2841）

◆徳島県災害時快適トイレ計画（案）

【応募期限】3月9日

【問】県とくしまゼロ作戦課

（ 621-2710、 FAX 621-2829）

◆「第8次総量削減計画（素案）」

及び「総量規制基準（案）」について

【内容】瀬戸内海の良好な水質な

ど自然の恵みが享受できる「とく

実の」）海里（IMUOTASのまし

現を目指すための計画及び基準

【応募期限】3月16日

【問】県環境管理課

（ 621-2332、 FAX 621-2847）

募集しています

講座・講習

お知らせ

催し

ご意見募集

電子へ
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【営業・販売・サービス業】

2616 工場内での製造

Ｕターン人材情報
平成29年2月末日現在

登録番号 希望職種 職　　歴 資格・免許・経験等 希望勤務地 性別 年齢

業務用食材卸・配送、自動車
メーカーで製造

徳島市、北島町
       藍住町

男 36

2619 製造、技術(電機関係)
(交代勤務可)

小型集塵機の開発・製造・品質管理
内装工事の営業、電気関係の業務 普自免、トレース技能検定３級 　 徳島市、鳴門市

　
男 29

2519
医療事務、一般事務
(交代勤務可)

医療事務、データ入力(エクセル)
経理事務

徳島市 女 37

【その他】

2631
ネットワーク・モバイル
エンジニア(交代勤務可)

徳島市、板野郡 男 33

ネットワーク・モバイルエンジニア、
ソフトウェアエンジニア（交代勤務
可能）

普自免、中型自二輪免 徳島市、鳴門市 男 37

2493
システムエンジニアプログラ
マー、社内IT担当者

医療機器、モバイル端末、ストレ
ージシステムのソフトウェア開発 普自免、基本情報技術者 徳島市

男 59

【製造業関係】

商品企画、生産管理 徳島市、阿南市 男 412611

普自免、ＣＣＮＡ

【営業・販売・サービス業】

2501

電子部品（携帯電話用コネクタ）事業の生産
技術職（設備開発、貿易実務、海外移管、社
内情報システム開発、工程改善指導）

徳島市、名西郡 女 37

2576

コールセンター管理・受発信(生保
会社他)、一般事務

徳島県内

男 41

簿記２級、情報処理１級、珠算１級接客業、一般事務

機械設計（筐体、鋳物、板金物）、光
学系設計（LED式証明）（交代勤務化）

問い合わせ先…徳島駅クレメントプラザ5階
　　　　　　　とくしまジョブステーション　Tel　０８８（６２２）６３６１

電子へ

【コンピュータ関係】

男 40

2324 家電メーカーでの筐体設計技術者 普自免、危険物取扱者乙種４類 徳島市、その周辺 男 55

電子部品メーカー、医療メー
カー（交代勤務可）

電子へ
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【営業・販売・サービス業】

2489 営業・事務 証券会社の営業、金融商品全般の
販売と資産管理

普自免 徳島市、小松島市 男 30

2491 営業（海外）
管理職（交代勤務可）

航空会社の操縦士、海上自衛官 普自免、事業用操縦士免許 徳島市、名西郡 男 41

2529
営業、生産管理、生産
現場（交代勤務可）

営業事務、営業、購買、生産管
理

普自免（ＡＴ限定）、英語検定準２級 徳島県内 男 33

【コンピュータ関係】

2310 システムエンジニア
通信事業者系列のソフトウェア開発、通信事
業者システムエンジニア会社システムエンジ
ニア、基本設計～総合試験の開発行程構築等

徳島市、鳴門市 男 34

2358
ネットワーク・モバイルエンジニア、
ソフトウェアエンジニア（交代勤務
可能）

無線機器の設置サポート、検証試験 普自免、CCNA 徳島市、板野郡 男 31

2493
システムエンジニアプログラ
マー、社内IT担当者

医療機器、モバイル端末、ストレ
ージシステムのソフトウェア開発

普自免、基本情報技術者 徳島市 男 40

【事務関連】

事務 徳島市 女 412494 人事・営業事務 衛生管理者二種、初級システムアドミニストレー
タ、秘書検定２級、日商簿記３級、TOEIC850点

普自免、応用情報技術者、OS：Solaris,Linaux、DB：
Oracle,PostgreSQL、言語：PHP,Perls,sh.SQL,XML

【技術関連（電気・機械・化学など）】

2594 徳島市 男 27

2596 製パン生産(生地、ソース製造)、パ
ート従業員管理

普自免 徳島市、鳴門市 男 26

普自免、基本情報技術者製造業、ＩＴ・情報

システムエンジニアプログラ
マー、社内IT担当者

筐体設計

清掃会社の一般事務、飲食店の
接客(ホール業務、販売)

製造業

製造業ソフトウェア

海部郡、那賀郡

男 282618
半導体製造装置開発、画面
ソフト開発・保守

【その他】

2535
普自免(AT限定)、英検３級、漢字検定3級
MOUS Excel expert、Access Specialist等

徳島市、鳴門市 女 35

2536 メーカーでの生産工程
管理（交代勤務可）

金属熱処理会社で物流業務、製造
ライン、品質管理、生産管理業務

普自免、金属熱処理技能士2級、危険物取
扱者乙種第4類、フォークリフト

男 28

2538 生産由来の医薬品、生産管理 普自免、フォークリフト 徳島市、鳴門市 男 41

食品、医薬品会社の品
質管理業務モノづくり

生薬由来医薬品食品の品質管理
業務HPLC、GC、ピペット操作等

徳島県内

徳島市

徳島市、鳴門市

阿波市、吉野川市

アパレル―メーカーで服飾雑貨
普自免

飲食業、宅配弁当、給食
食品衣料品製造業生産管理

メディカルクラーク2級
日商簿記2級

電子部品（携帯電話用コネクタ）事業の生産
技術職（設備開発、貿易実務、海外移管、社
内情報システム開発、工程改善指導）

徳島市、鳴門市

2467

技術営業(顧客と製品の改善・改良
開発)

普自免
徳島市、美馬市

男 28

徳島市、阿南市

製造（交代勤務可)

クリエイティブ系
企画系

【コンピュータ関係】

事務、企画 男 352565
通信教育会社でマーケティング
Ｗｅｂマーケティング等

普自免、教員免許（中学・高校の社会
地歴公民）、学芸員、TOEIC715点

徳島市、鳴門市

飲食店で調理補助

【営業・販売・サービス業】

の商品企画、生産管理

製造業(電線)、営業、接客業

徳島県内

無線機器の設置サポート、検証試験

徳島市、鳴門市

徳島市、板野郡

徳島市、阿南市

ビジネス上の英語は問題ありません
徳島市
阿南市その周辺

普自免、調理師

電子へ

【事務】

2629 女 31
事務職(現場業務は
希望しません)

物流関係(貿易事務)、輸出に係わる
事務業務 徳島市普自免、TOEIC 600点

2630 防災関連業務(行政
NPO)等、配送ドライバー

徳島市、その周辺

美馬市、阿波市
　 吉野川市

配送業(ドライバー・トラックで
青果配送)、製造ラインオペレーター

大型自免、防災士、防災関連職種経験
あり

男 55

2665

2491 男 42
営業(海外)、管理職
(交代勤務可）

航空会社の操縦士、海上自衛官
徳島市、名西郡普自免、事業用操縦士免許

2668

2670

システムエンジニア
(交代勤務可)

WindowsServer構築、大型交通系予約
システムの構築、旅行系システム設計

IT系の管理職、英語翻
訳業務(交代勤務可)

IT企業でマーケティング管理職、経
営企画、IT技術管理職、技術職

警察官、消防士、救急
救命士、警備員

看護助手
普自免、自二輪免、健康運動実践指導者
剣道初段、柔道初段、弓道二段

徳島市、鳴門市 男 22
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厳
し
い
季
節
も
過
ぎ
つ
つ
あ

り
ま
す
。徳
島
で
は
昨
年
十
二

月
、思
っ
た
よ
り
低
気
温
の
日

が
続
き
ま
し
た
。年
が
変
わ
っ

て
か
ら
も
寒
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、近
頃
は
や
や
落
着
き

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
、今
の
と
こ
ろ
、山
間

部
を
除
い
て
、積
雪
は
な
い
よ

う
で
す
。交
通
機
関
の
乱
れ
も

少
な
い
よ
う
で
す
。出
来
れ
ば
、

こ
の
ま
ま
春
に
向
か
っ
て
欲
し

い
と
い
う
の
は
、寒
が
り
の
本
音

で
あ
り
ま
す
。

　

陽
射
し
と
い
え
ば
、こ
の
頃

に
な
る
と
、仄
か
に
春
め
い
て
き

ま
す
。日
中
の
陽
光
は
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
に
充
分
な
強
さ

　

　

を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
心

持
ち
は
、春
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
猛
威
も
残
存
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
自
身
も
、こ
の

年
初
、風
邪
気
味
と
な
り
、診

察
の
結
果
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

型
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。イ

ナ
ビ
ル
と
い
う
吸
引
薬
の
処
方

を
受
け
、早
速
、治
療
し
た
わ

け
で
す
。（
上
図
）

　

未
だ
、咳
が
途
切
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
御
自
愛
、下
さ
い
。

　

左
図
で
は
、徳
島
市
民
劇
場

の
三
月
例
会
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
雰
囲
気
と
し
て
、

何
か
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。七
人
の
侍
、七
人
の
戦
友
、

　

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

←

最　
　

後　
　

に

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

①
大
き
な
目
標
で
は
な
く
、 

　

す
ぐ
に
で
き
る｢

小
さ
な｣

　

目
標
を
立
て
る

②
す
ぐ
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い｢

優
先
順
位
が
高
い

　

も
の｣

を
目
標
と
す
る

③
や
る
こ
と
を
増
や
す
の
で

　

は
な
く｢

や
ら
な
い
こ
と｣

　

を
決
め
る

①
自
社
の
現
状(

組
織
風
土
・　

　

賃
金
水
準
な
ど)

を
し
っ
か　

　

り
と
分
析

②
会
社
に
あ
っ
た
制
度
の
構

　

築(

組
織
の
ハ
ー
ド
の
部
分)

久米田寺堂大師

久米田寺案内板

日珖『己行記』の天正元年月日の内膳受法の記録

じ
ゃ 

ま 

な
か

打
か

図表①；モバイル入力端末機器の変遷

シグマリオン

オアシスポケット

ＴＥＲＲＩＡＮ

ＨＴＣ０１

中小企業診断士。阿南市在住

http://www.facebook.com/haruo.hinode

バ
ン
ブ
ー
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所

Monthly Topics

個
人
的
な
話
題
で
年
越
え
で
す

盛
夏
で
す

ハ
イ
ム
ラ
ヤ

み    

な     

づ
き

徳
島
市
民
劇
場
の
話

今回整理
ＨＴＣＯ１

。）

Blackberry
Classic

geanee
fxc-35

SMARTPEN

Excelvan

MOTOACTV

徳
島
繊
維
卸
団
地

弥
生
三
月
で
す

生
き
る
こ
と
。
死
ぬ
こ
と
。

季
節
は
変
わ
り
ま
す

労
演
と
市
民
劇
場

五
月
の
例
会
は
オ
ペ
ラ
で
す

；
ハ
イ  

ム
ラ  

ヤ

図表①；近刊です。Amazonでも売ってます。

や
よ
い

ひ
　

が
ん

し
　

が
ん

図②；シニアスペシャリストのチラシ

春
の
兆
し
！

平
成
二
八
年

Ｈ
Ａ
Ｌ
、
s
メ
ソ
ッ
ド
具
体
例

熱
い
話
！

熱
き
事
例
！

思い出のグッズ一揃え

旧店舗ロゴマーク

新店舗ロゴマーク

市民劇場；2017年3月例会

★あわぎんホール郷土文化会館

3/12(日)夜6時半
3/13(月)昼1時半

★鳴門市文化会館
3/10(金)夜6時半 TEL　　088-653-1752

FAX　　088-653-1755
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・・
今
回
は「
墓
友
」な
の
だ
そ

う
で
す
。

　

近
日
、左
図
の
よ
う
な
電
報

を
い
た
だ
く
機
会
が
私
に
も
訪

れ
た
の
で
す
。お
悔
み
電
報
な

の
で
す
。

　

父
親
が
こ
の一
月
、他
界
し
た

の
で
す
。結
果
、市
民
劇
場
の
一

月
例
会
へ
の
参
加
は
断
念
し
ま

し
た
。
九
月
例
会
の
際
は
、外

科
手
術
を
受
け
る
日
程
と
重

な
り
、欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
六
回
の
例
会
の
内
、二
回

を
欠
席
し
ま
し
た
。
　

　

生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
、

そ
ん
な
課
題
が
切
迫
し
た
状

態
な
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
？
や

や
、長
く
な
り
ま
す
が
公
演
ち

ら
し
よ
り
、引
用
さ
せ
て
下
さ

い
。

　

雑
誌
編
集
者
の
仁
美
は
あ

る
日
突
然
、
実
家
の
母
・
邦
子

に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
展
望
台
に

呼
び
出
さ
れ
る
。

　

飼
い
犬
の
桃
太
郎
が
死
ん
だ

と
言
う
の
だ
。
死
や
人
生
に
つ

　

い
て
し
み
じ
み
と
語
る
邦
子
に
、

仁
美
は
母
の
心
境
の
変
化
を

感
じ
取
る
。

　

夏
、
家
族
や
友
人
が
久
し
ぶ

り
に
顔
を
揃
え
た
実
家
で
、
ひ

ょ
ん
な
諍
い
か
ら
邦
子
は
夫
・

義
男
へ
の
積
年
の
不
満
を
爆
発

さ
せ
「
あ
な
た
と
同
じ
お
墓
に

は
入
り
た
く
な
い
」
と
口
走
っ

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
海
外
在
住

の
仁
美
の
弟
・
義
明
が
驚
く
べ

き
告
白
を
し
一
家
は
大
騒
動
に
。

　

そ
し
て
邦
子
は
地
元
の
フ
ァ

ミ
レ
ス
で
や
が
て
「
墓
友
」
と
な

る
個
性
豊
か
な
老
人
た
ち
と

出
会
い…

。

　

家
に
縛
ら
れ
な
い
新
し
い
墓

の
在
り
方
を
模
索
す
る
お
墓

仲
間
・
墓
友
た
ち
の
物
語
を
中

心
に
「
結
婚
し
な
い
ア
ラ
フ
ォ

ー
女
性
」
「
長
い
長
い
老
後
」
な

ど
現
代
的
な
テ
ー
マ
を
ぎ
っ
し

り
織
り
込
ん
で
描
く
「
七
人
の

墓
友
」
。
深
刻
な
問
題
を
明
る
、

本
音
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
。

　

ま
さ
に
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
が
そ
の
ま
ま
舞
台
に
い
る

か
の
よ
う
な
、
笑
い
と
涙
と
共

感
が
た
っ
ぷ
り
の
作
品
で
す
。

　

家
族
の
物
故
を
経
験
し
た

直
後
の
私
自
身
に
と
っ
て
、ど
の

よ
う
な
舞
台
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
期
待
も
あ
り
ま
す
が
、

半
分
は
怖
さ
の
世
界
で
す
。

　

青
山
杉
作
、千
田
是
也
、東

　
　

野
英
治
郎
、小
沢
栄
太
郎
、東

山
千
栄
子
、岸
輝
子
ら
錚
々
た

る
メ
ン
バ
ー
で
出
発
し
た
劇
団

俳
優
座
は
、劇
団
民
藝
、文
学

座
と
並
ぶ
三
大
新
劇
集
団
と

し
て
の
地
位
を
築
い
て
来
ま
し

た
。正
統
派
集
団
と
云
え
ま
す
。

上
記
ロ
ゴ
参
照
。

　

今
回
の
脚
本
の
原
作
は
鈴

木
聡
氏
、劇
団
ラ
ッ
パ
屋
の
主

宰
で
す
。
広
告
会
社
・
博
報
堂

の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
だ
っ
た
氏
の

作
る
舞
台
は
、「
お
ま
ぬ
け
な
コ

メ
デ
ィ
だ
が
キ
ュ
ン
と
き
て
ズ
ン

と
く
る
」と
支
持
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

但
し
、ほ
ぼ
、喪
中
の
私
に
ど

の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
の
で
し
ょ
う
か
？

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

←

税 

収 

の 

推 

移

※

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＢｌａｃｋｂｅｒｒｙＱ１０

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ

図⑤；荒川由暢氏近影

図⑦；NaturalDrench

図④；喜多機械産業㈱による提案事業のまとめ＆立役者(敬称
省略)*役職は平成27年12月時点

図⑧；NaturalDrench s　FacebookPage

市
民
劇
場
九
月
例
会

HTCO1

SIMフリーと云いなが
ら繋がりませんでした。
　cf、図④

SIM network
unlock PIN

Enter PUK

PNK unlock
unsuccessful

劇
団
俳
優
座

ブ
ン
ナ
と
は
蛙
の
名
で
す

小水力発電イメージ図

小水力発電の特徴

図⑤；｢僕のおもいでのフリアン｣のリーフレットより

図⑥；中張陽子先生。静謐な存在感に
溢れたデザイン系コンサルです。

ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
？

鶴羽　正幸　氏

図表③；阿南高専再生可能エネルギー研究会活動イメージ図

図表④；小水力発電イメージ図

図表②；｢八百屋のお告げ｣メインキャスティング。三人の美女。

図③；喜多機械産業㈱概要

　*平成27年12月時点

喜
多
機
械
産
業
㈱

近代演劇史上に、一瞬の花を咲かせ、儚く散った、 日本新劇最初の女優、松井須磨子。 芸術への深い
愛、人生の機微を、独白の形で、物語は進行する。 

11月28日(月)夜6時半 

11月29日(火)昼2時

★あわぎんホール

11月27日(日)夜6時半 

★鳴門市文化会館

TEL　088-653-1752
FAX　088-653-1755

図②；キャスト

図①；市民劇場：2016年11月例会ポスター

代表者　北内啓夫氏

1éF
C
O
F
F
E 　

O
A
ST
E
R
S

1éFCOFFEE ROASTERS　ロケーション

自家焙煎機　9年間｢挽きたて｣を提供

日本スペシャリティコーヒー協会認定書

ラ
ッ
パ
屋

墓
の
話
、
死
後
の
話

個
人
的
に
も
シ
リ
ア
ス
で
す
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高
知
県
佐
川
町
は
特
別
な

雰
囲
気
を
持
っ
た
ま
ち
で
あ

る
。
高
知
の
田
舎
に
あ
っ
て
、

高
知
の
匂
い
が
し
な
い
。子
弟

の
学
問
に
力
を
入
れ
、歴
史

や
文
化
が
幾
重
に
も
重
な
っ

て
い
る
。鄙
び
た
味
わ
い
さ
え

風
格
や
落
ち
着
き
を
感
じ
る
。

思
索
に
ふ
け
る
の
も
散
策
を

愉
し
む
の
も
ま
ち
の
距
離
感

が
心
地
よ
い
。
高
知
県
内
で

住
む
と
し
た
ら
、ぼ
く
は
佐

川
を
選
ぶ
。

　

最
初
に
佐
川
ゆ
か
り
の
人

を
知
っ
た
の
は
森
下
雨
村
。四

国
の
川
を
語
る
と
き
、知
ら

ず
に
通
り
過
ぎ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
釣
り
文
学
の
先
駆

者
で
あ
り
、「
猿
猴
川
に
死

す
」の
よ
う
な
風
景
が
か
つ
て

の
四
国
に
あ
っ
た
こ
と
に
羨
望

　

を
抱
く
け
れ
ど
、い
ま
と
な
っ

て
は
失
わ
れ
た
原
風
景
を
心

の
い
た
み
と
と
も
に
懐
か
む

だ
け
。
仁
淀
川
の
鎌
井
田
地

区
の
情
景
、吉
野
川
上
流
の

桃
源
郷
の
よ
う
な
風
土
な
ど

惜
し
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
。

　

そ
の
佐
川
が
牧
野
富
太
郎

博
士
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る

こ
と
も
そ
の
後
知
っ
た
。J
R

で
高
知
か
ら
中
村
宿
毛
方
面

へ
と
南
下
す
る
と
き
佐
川
駅

周
辺
の
田
園
風
景
、特
に
斗

賀
野
駅
あ
た
り
、に
惹
か
れ

た
。

　　

高
知
西
南
部
か
ら
の
出
張

の
帰
り
、須
崎
西
I
・
C
で
降

り
て
須
崎
市
内
か
ら
峠
を
越

え
て
佐
川
へ
入
る
。今
回
は
仁

淀
川
へ
行
く
の
が
目
的
で
は

　
　

な
い
。横
倉
山
で
も
な
い
。

　
　

佐
川
の
ま
ち
な
み
、牧

　
　

野
博
士
の
生
ま
れ
た
地

　

区
を
歩
い
て
み
よ
う
と
い
う
の

だ
。

　

生
家
の
周
辺
に
は
観
光
案

内
所
、酒
蔵
な
ど
が
あ
っ
て
、

つ
く
り
も
の
で
は
な
い
昔
な
が

ら
の
由
緒
あ
る
ま
ち
な
み
が

た
た
ず
む
。

　

西
か
ら
辿
れ
ば
、生
家
を

復
元
し
た
牧
野
富
太
郎
ふ
る

さ
と
館
、佐
川
文
庫
庫
舎
、旧

浜
口
家
住
宅（
観
光
協
会
）、

名
教
館
、司
牡
丹
酒
造
、旧

竹
村
呉
服
店
、竹
村
家
住
宅
、

ま
ち
の
駅
と
続
く
。
完
全
予

約
制
の
ウ
ナ
ギ
料
理
の
老
舗
、

大
正
軒
も
あ
る（
森
下
雨
村

の
エ
ッ
セ
イ
に
は
酒
造
所
か
ら

流
れ
出
す
栄
養
分
を
柳
瀬
川

の
ウ
ナ
ギ
が
食
べ
る
の
で
旨
い

と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
る
）。

　

観
光
協
会
か
ら
山
へ
手
折

　

も
り 

し
た    

う    

そ
ん

さ　

か
わ

高知県佐川町　牧野富太郎博士の故郷で一足先にやってきた春の妖精を見る

Monthly Topics

・
付
加
価
値　

=　

売
上
高　

－　

外
部
購
入
額
（
商
品
仕
入
、
材
料
購
入
、
外
注
な
ど
）

・
付
加
価
値　

≒　

売
上
高　

－　

変
動
費　

=　

限
界
利
益　

　
　
　
　
　
　

≒　

人
件
費　

＋　

減
価
償
却
費　

＋
営
業
利
益
（
経
営
革
新
計
画
の
定
義
）
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る
と
、博
士
が
幼
い
頃
遊
ん
だ

金
峰
神
社
、美
し
い
庭
園
を

持
つ
青
源
寺
、そ
し
て
山
野

草
を
愛
で
る
人
に
と
っ
て
は

癒
さ
れ
る
場
所
、牧
野
公
園

が
あ
る
。

　

車
を
停
め
ら
れ
る
場
所
は

少
な
い
。週
末
で
あ
れ
ば
、佐

川
町
役
場
に
車
を
停
め
て
歩

く
の
が
適
当
。
そ
れ
で
も
ま

ち
な
み
を
歩
い
て
い
れ
ば
5

分
ぐ
ら
い
で
着
い
て
し
ま
う
。

　

佐
川
町
の
名
前
の
付
い
た

植
物
、サ
カ
ワ
サ
イ
シ
ン
が
佐

川
町
の
シ
ン
ボ
ル
。牧
野
博
士

が
佐
川
で
発
見
し
た
植
物
。

　

今
回
は
時
間
の
関
係
で
涙

を
飲
ん
で
行
き
先
を
絞
り
こ

ん
だ
。と
い
う
よ
り
も
こ
の
季

節
、牧
野
博
士
ゆ
か
り
の
あ

の
白
い
妖
精
を
見
た
い
。　

　

そ
の
昔
、牧
野
少
年
は
裏

山
の
金
峰
神
社
で
一
日
中
植

物
を
見
て
遊
ん
だ
と
い
う
。そ

の
至
る
と
こ
ろ
で
咲
い
て
い
た

の
が
、白
い
梅
の
よ
う
な
小
さ

な
花
を
咲
か
せ
る
バ
イ
カ
オ

ウ
レ
ン
。標
高
の
高
い
剣
山
で

は
5
月
上
旬
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、こ
こ
で
は
平
地
で
し
か

も
2
月
に
咲
く（
厳
密
に
言

う
と
、バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の
四

国
固
有
種
、シ
コ
ク
バ
イ
カ
オ

ウ
レ
ン
と
い
う
ら
し
い
）。

　

バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
し
、ど
こ
に
咲

い
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
、ま
ず
は
歩
き
な
が
ら

探
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。金

峰
神
社
の
坂
を
見
上
げ
る
。

階
段
の
奥
は
ほ
の
暗
い
。か
ご

め
か
ご
め
の
歌
詞
を
思
い
出

す
。　

　

か
ご
の
中
の
鳥
は
何
時
出

ら
れ
る
の
か
？　

子
ど
も
の

遊
び
の
わ
ら
べ
う
た
だ
が
そ
の

歌
詞
の
意
味
は
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い（
子
ど
も
の
頃
、近

所
で
遊
ん
だ
も
の
だ
が
）。戯

れ
か
、深
い
意
味
を
秘
め
て
い

る
の
か
、気
ま
ぐ
れ
な
お
大

尽
の
遊
び
か
、民
族
の
語
ら
れ

な
い
裏
を
比
喩
し
て
い
る
の
か

（
蘇
民
将
来
伝
説
な
ど
）、は

た
ま
た
暗
号
を
宿
し
て
い
る

の
か
―
。

　

と
お
り
ゃ
ん
せ
の
歌
詞
と

と
も
に
聴
く
人
を
深
い
迷
い

と
幽
玄
に
誘
う
。金
峰
神
社

の
階
段
は
そ
ん
な
雰
囲
気
さ

え
感
じ
る
。で
も
家
の
裏
に

あ
っ
た
こ
の
神
社
を
牧
野
少

年
は
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら

駆
け
上
が
っ
て
いっ
た
。そ
こ
に

は
宝
物
が
あ
っ
た
か
ら
。　

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
佐
川

周
辺
の
里
山
で
は
、白
い
梅
の

花
の
よ
う
な
小
さ
な
植
物
が

地
面
に
咲
く
。夢
見
心
地
で

焦
点
が
薄
れ
て
い
く
と（
百
五

十
年
の
昔
）兵
児
帯
を
締
め

た
牧
野
少
年
が
腰
を
か
が
め

て
夢
中
に
な
っ
て
見
つ
め
る
様

子
が
浮
か
ん
だ
。

　

こ
こ
は
佐
川
、牧
野
富
太

郎
の
ふ
る
さ
と
。春
を
待
つ
白

い
妖
精
、バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
。

　

牧
野
公
園
か
ら
歩
い
て
駐

車
場
へ
戻
る
途
中
、観
光
案

内
所
の
若
い
女
性
ス
タ
ッ
フ
と

す
れ
ち
が
っ
た
。

「
ど
う
で
し
た
か
？　
（
バ
イ

カ
オ
ウ
レ
ン
は
）見
え
ま
し
た

か
？
」

「
あ
り
ま
し
た
よ
。踏
ま
な
い

よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
し
ゃ

　

が
ん
で
見
ま
し
た
」

「
よ
か
っ
た
で
す
ね
。私
、ま
だ

今
年
は
見
た
こ
と
が
な
い
ん

で
す
よ
」

　

笑
顔
の
余
韻
が
残
る
佐
川

の
ま
ち
な
み
を
踏
み
し
め
な

が
ら
、い
に
し
え
の
人
々
の
営

み
を
追
体
験
す
れ
ば
、平
成

の
土
佐
路
を
東
に
向
け
て
徳

島
を
め
ざ
し
た
。

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

き
ん  

ぷ
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肥
満
や
糖
尿
病
へ
の
効
果

が
知
ら
れ
る
糖
質
制
限
食（low

 
carbohydrate diet,LC

D
 )

が
次
第
に
拡
が
っ
て
き
た
。か

つ
て
の
非
常
識
が
今
で
は
常
識

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

糖
質
制
限
に
つ
い
て
は
、二

千
例
を
越
え
る
デ
ー
タ
を
学

会
発
表
す
る
な
ど
、様
々
な
機

会
に
啓
発
を
続
け
て
き
た
。

予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
、こ

れ
ほ
ど
普
及
し
て
き
て
い
る
の

を
嬉
し
く
思
う
。

　

今
回
は
ヒ
ト
が
進
化
し
て

き
た
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
食
糧
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

近
年
、注
目
さ
れ
て
い
る
癌
と

糖
質
制
限
な
ど
に
つ
い
て
、話

を
進
め
た
い
。

　

ヒ
ト
は
そ
も
そ
も
、猿
人
か

ら
類
人
猿
、そ
し
て
人
類
へ
と

進
化
し
て
き
た
。そ
の
中
で
、

脳
の
容
積
の
進
化
に
つ
い
て
、

図
１
に
示
し
た
。

　

こ
の
中
で
、チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や

ゴ
リ
ラ
の
ラ
イ
ン
は
、線
の
傾

き
が
な
だ
ら
か
だ
。こ
の
ま
ま

で
は
十
分
な
脳
の
容
積
や
重

量
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
。

か
つ
て
粗
食
草
食
の
猿
人
に
は

い
ろ
い
ろ
な
種
が
存
在
し
て
い

た
の
だ
が
、す
べ
て
が
絶
滅
し

て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、現
人
類
で
あ
る
ホ
モ・

サ
ピ
エ
ン
ス
に
至
る
ラ
イ
ン
は

急
速
に
脳
の
容
量
お
よ
び
重

量
が
増
加
。特
徴
は
、美
食
肉

食
の
猿
人
が
生
き
残
っ
て
き
た

も
の
と
い
え
よ
う
。

　

実
は
、人
類
は
肉
食
で
進
化

し
て
き
た
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

　

①
人
類
の
脳
容
積
は
5 

0
0
〜
7
0
0
万
年
前
に
増

加
。脳
の
５
〜
６
割
は
脂
質
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。肉
食
が
必

要
で
あ
り
、菜
食
や
植
物
で
は

脳
は
成
長
で
き
な
い
。

　

②
人
類
の
肉
食
は
、
2 

5
0
万
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま

っ
た
。

　

③
人
類
は
2
0
0
万
年
か

ら
狩
猟
を
始
め
た
。
氷
河
期

以
降
で
、石
器
を
用
い
動
物
性

の
食
糧
が
増
え
て
く
る
こ
と
に
。

　

次
に
、世
界
か
ら
日
本
に
話

を
移
そ
う
。縄
文
時
代
に
お

け
る
食
生
活
を
推
測
す
る
と
、

草
創
期
か
ら
前
期
に
か
け
て

存
在
し
た
と
い
う
集
落
遺
跡

が
み
ら
れ
た(

1
2
0
0
0
〜

5
0
0
0
年
前)

。こ
の
時
代

は
、縄
文
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る（
図

２
）。

 

研
究
に
よ
る
と
、当
時
の
食

糧
の
内
容
は
、脂
肪
＋
た
ん
ぱ

く
質
が
80
%
、炭
水
化
物
が

20
%
で
あ
っ
た
と
い
う
。つ
ま

り
、農
耕
以
前
に
は
、人
類
の

食
事
は
糖
質
が
低
く
、た
ん
ぱ

く
質
が
多
か
っ
た
の
だ
。

　

ケ
ト
ン
体
は
ブ
ド
ウ
糖
が
枯

渇
あ
る
い
は
非
常
に
少
な
く

な
っ
た
と
き
に
、脳
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
る
た
め
に
、肝
臓
で

作
ら
れ
る（
図
３
）。

　

数
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、間
違

っ
た
知
識
が
テ
レ
ビ
で
も
放
映

さ
れ
て
い
た
。そ
れ
は
、「
脳
を 

表1

カ
ン
ボ
ジ
ア

す
た

http://www.pianomed-world.net/

Vol.136
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き
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合
医
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会
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会
式
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induced
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potent

stem

cell

誘導された

複数、数多くの

強い、能力、潜在能力

可能性、ポテンシャル

幹、茎、柄、根幹の

細胞

表1
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Ｗ
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世
界
ラ
グ
ビ
ー

図2
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は
ら
ひ
ろ
し

図2

は
や
て

は
じ

し
ょ
う
し
ゃ

図1

図6
表1

鉄
道

図3

図4

次
代
の
書
を
考
え
る

表１　ヒトの特徴

・ホモ・サピエンス

　（知恵のあるヒト）

・ホモ・エレクトゥス

　（直立するヒト）

・ホモ・ハビリス

　（器用なヒト）

・ホモ・ルーデンス

　（遊ぶヒト）

感覚野

運動野
図2

図1

図6

表１

日
野
原
先
生
の
講
演

図4

i
P
S

研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

図1

表１　ロボット研究の展開

1952

1968

1970

1973

1985

1986

1998

1999

1999

2000

2002

2013

手塚治虫が「鉄腕アトム」の連載開始

井上博允(東大)が「人工の手」を考案

加藤一郎(早稲田)がWABOT開発開始

WABOT(Waseda Robot)が２足歩行実現

つくば科学万博でWASUBOTがピアノ演奏

本田技研が2足歩行ロボット[EO]を開発

図2

経済産業省がヒューマロイドの開発開始

ソニーがペットロボット[AIBO]を発表

本田技研の2足歩行ロボット[ASIMO]発表

トヨタ・パートーナーロボットの研究開始

家庭用ロボット掃除機「ルンバ」登場

[KIROBO]が国際宇宙ステーションへ

織
物
で
村
が
で
き
た

：：

図1

図3

各
年
代
の
リ
レ
ー

図5

Monthly Topics

 １）新機器利用

 表２　新活動能力の指標（ＪＳＴ版）

  1) 携帯電話を使うことができますか

 4) 携帯電話やパソコンのメールができますか

 10) 生活でちょっとした工夫をすることがありますか

  9) 詐欺、ひったくり、空き巣等の対策をしていますか

 ３）生活マネジメント

 8) 教育・教養番組を視聴していますか

 5) 外国のニュースや出来事に関心がありますか

  7) 美術品、映画、音楽を鑑賞することがありますか

 6) 健康に関する情報の信憑性を判断できますか

２）情報収集

  3) ビデオやDVDプレイヤの操作ができますか

 2) ＡＴＭを使うことができますか

 出典は「健康長寿ネット」公式サイト、ならびに

　「JST版活動能力指標利用ﾏﾆｭｱﾙ第1版（2014年6月）」

 16) 奉仕活動やボランティア活動をしていますか

 15) 自治会やグループ活動の世話役を担えますか

 14) 町内会・自治会で活動していますか

 12) 孫や家族、知人の世話をしていますか

 13) 地域のお祭りや行事に参加していますか

 ４）社会参加

 11) 病人の看病ができますか

抗
加
齢
医
学
会
が
開
催

統
合
医
療

--

５
０
０
歳
野
球

図4

ペ
ル
ー
の
リ
マ

徳
島
マ
ス
タ
ー
ズ

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

胸
部
の
精
査

図2

a

b
c

d
e

f

図1

表1

∫
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動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
唯
一ブ

ド
ウ
糖
で
あ
る
の
で
、糖
分
を

摂
取
し
よ
う
」と
い
う
よ
う
な

宣
伝
だ
っ
た
。明
ら
か
に
科
学

的
事
実
と
は
異
な
る
の
で
、ご

注
意
頂
き
た
い
。

  

糖
質
を
控
え
て
い
る
と
体
が

「
ケ
ト
ン
体
質
」と
な
り
、ス
ポ

ー
ツ
で
も
疲
れ
に
く
く
な
る
。

サ
ッ
カ
ー
で
有
名
な
長
友
選
手

は
ケ
ト
ン
体
質
だ
。試
合
で
は

ず
っ
と
全
力
ダ
ッ
シ
ュ
を
繰
り

返
し
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知

症
も
ケ
ト
ン
体
で
改
善
す
る

報
告
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

糖
質
制
限
の
権
威
で
あ
る

京
都
の
江
部
康
二
先
生
と
従

来
共
同
研
究
を
続
け
て
き
て

い
る
。そ
の
中
で
、我
々
の
仲
間

で
素
晴
ら
し
い
先
生
が
お
ら
れ

る
の
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
。 　

産
婦
人
科
医
の
宗
田
哲
男

先
生
で
あ
る
。先
生
は
世
界
で

初
め
て
、胎
児
や
赤
ち
ゃ
ん
が

ケ
ト
ン
体
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。数
多
く
の
糖
尿
病
妊

婦
の
診
療
も
行
い
な
が
ら
、書

　
　
　

籍「
ケ
ト
ン
体
が
人
類

　
　

を
救
う
」で
糖
質
制
限

　
　

を
広
く
啓
発
し
て
こ
ら

　
　

れ
て
い
る（
図
４
）。

　
　
　

私
も
共
同
研
究
を
続

　
　

け
て
お
り
、英
語
論
文
を

　
　

世
界
に
発
信（
図
５
）。

　
　

オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な

の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
由

に
閲
覧
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
。

・人
類
の
歴
史
は
糖
質
過
多
で

　

は
な
か
っ
た

・
妊
婦
、胎
児
は
進
化
の
歴
史

　

を
教
え
て
い
る

・
卵
に
は
糖
質
が
な
く
、胎
児

　

は
糖
質
が
不
要

・
胎
児
は
糖
質
制
限
を
し
て
、

　

ケ
ト
ン
体
で
生
き
て
い
る

・ケ
ト
ン
体
は
生
命
体
の
守
り

　

神
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

最
近
、興
味
深
い
本
が
出
版

さ
れ
た
。古
川
健
司
先
生
が
著

さ
れ
た「
ケ
ト
ン
食
が
が
ん
を

消
す
」で
あ
る（
図
６
）。

　

実
は
、が
ん
細
胞
の
増
殖
は

糖
質
に
依
存
し
、逆
に
ケ
ト
ン

体
を
使
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。つ
ま
り
、体
を
ケ
ト
ン

　

体
質
に
さ
せ

る
と
、癌
の

進
展
を
抑
制

す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

　

癌
細
胞
と

ブ
ド
ウ
糖
の

重
要
点
を
ま

と
め
た
。

・
が
ん
細
胞
が

　

増
殖
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
解

　

糖
系
で
あ
る

・
癌
細
胞
は
高
血
糖
で
、増
速

　

し
や
す
い
。

・
イ
ン
ス
リ
ン
は
癌
細
胞
を
増

　

殖
さ
せ
る
方
向
に
働
く

・
ケ
ト
ン
体
自
体
に
も
が
ん
を

　

抑
え
る
作
用
が
あ
る

・
が
ん
細
胞
は
ケ
ト
ン
体
を
使

　

え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に「
が
ん
免
疫
栄

養
ケ
ト
ン
食
」が
い
ま
注
目
さ

れ
、今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
　

糖
質
の
摂
取
を
抑
え
る

　

と
、ケ
ト
ン
体
質
と
な
り
、

　

心
理
的
に
も
素
晴
ら
し
い

　

効
果
が
み
ら
れ
る
。良
い
毎

　

日
か
ら
良
い
人
生
に
繋
が
っ

　

て
い
く
。

す
た
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最
近
、三
島
学
先
生
が
、子

供
た
ち
に
糖
質
制
限
の
習
慣

を
つ
け
さ
せ
、集
中
力
を
高
め

成
績
を
急
上
昇
さ
せ
た
。本
に

ま
と
め
ら
れ
、啓
発
活
動
を
さ

れ
て
い
る（
図
７
）。

　

ケ
ト
ン
生
活
と
も
呼
ば
れ
、

肉
体
的
精
神
的
メ
リ
ッ
ト
を
挙

げ
て
み
よ
う
。

・
安
ら
か
で
平
和
の
気
持
ち

・
悟
り
の
境
地
、恍
惚
感
、

・
修
行
僧
に
近
い
心
理
か

・
断
食
で
の
心
理
に
近
い

　

以
上
の
よ
う
に
、正
し
く
ケ

ト
ン
体
が
理
解
さ
れ
る
時
代

と
な
っ
た
。ケ
ト
ン
体
質
に
よ

り
、心
身
と
も
に
健
や
か
で
充

実
し
た
日
々
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。

（
板
東
浩
、ば
ん
ど
う
ひ
ろ
し
、

医
学
博
士
、糖
尿
病
専
門
医
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
）
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う

たんぱく質の多い食品

蛋白質の含有量(/100g)
(g/100g、水分40%以上)

順位 種類 (g/100g)

1 しらす干し 40.5
いわし(丸干)
いくら
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表１　活動能力の指標（老研式）

１）手段的自立

1) バスや電車を使って一人で外出できますか

２）知的能動性

7) 新聞を読んでいますか
6) 年金などの書類が書けますか

5) 銀行貯金・郵便貯金の出し入れが自分でできますか

4) 請求書の支払ができますか

3) 自分で食事の用意ができますか

2) 日用品の買い物ができますか

 ３）社会的役割

13) 若い人に自分から話かけることがありますか
12) 病人を見舞うことがありますか

11) 家族や友だちの相談にのることがありますか

9) 健康についての記事や番組に関心がありますか

10) 友だちの家を訪ねることがありますか

8) 本や雑誌を読んでいますか
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統
合
と
総
合

項目　＼　走法

推進力

姿勢（ポジション）

支持局面の重心移動

空中局面の重心移動

着地部位

着地の動作意識

離地の意識部位

ブレーキ

重心の軌跡

足の負担（土踏まず）

動きの観察(後方)

ピッチ数

腕ふりとの関係

キック走法

筋肉

立位（上体が立っている）

短い

長い

足の前部（つま先部分）

強く踏み込む（振り下ろす）

母指球

大きい

上下動が大きい

大きい(アーチがつぶれ機能しない)

足の甲が見える（足首が返る）

上げにくい（キック脚が後方に残る）

力みやすい（強い腕ふり）

プッシュ走法（キックしない）

重力（体軸と重心軸のずれ）

前傾

長い

短い

フラット（足の裏全体）

ソフトに脱力して

踵先のプッシュと第３趾からの抜け　

小さい

上下動が少ない

少ない（アーチの機能有効）

足の裏が見える（足首が返らない）

上げやすい（コンパクトな引きつけ）

脱力してリズミカル（弾みのある振り）
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表　メンタルスキルを活用

1)最高のパフォーマンスへ
　五郎丸ポーズを日頃の仕事に
　イチローの動作も参考に
　適当な緊張、興奮と不安
　オンとオフをうまく切替える
2)自分に自信をつける
　勝つ文化、習慣をつける
　昔の成功体験は忘れる
　基準はいま現在に設定
　認められるのが重要
3)目標を達成するには
　単にがんばりますをやめる
　目標を数段階に整理する
　期限がないのは無意味
　初志貫徹、完全主義はダメ
4)悩み困ったときには
　プレッシャーはあるものだ
　ストレスは挑戦と考える
　混乱したら思考停止を
　ミスは忘れ今後を考える
5)受け止め方を考える
　失敗とは素晴らしい経験
　価値観を何に置くのか
　求めすぎるのをやめる
　グレーゾーンを設定する
　　

ケ
ト
ン
で
健
康
な

人
生
を

山縣亮太選手→飯塚翔太選手→桐生祥秀選手→ケンブリッジ飛鳥選

図4

ケ
ト
ン
体
が
が
ん
を
消
す

ク
ス
コ

図
8
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安
倍
首
相
の
訪
米
も
終
わ
り
、

通
常
国
会
で
の
政
府
・
与
野
党

の
論
戦
が
激
し
く
な
っ
て
き
た

か
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、駆
け
引
き
の
多
い

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」や
南
ス
ー
ダ

　

ン
へ
の
自
衛
隊
員
海
外
派
遣
中

で
の「
言
動
問
題
」。ま
た
文
科

省
の「
違
法
天
下
り
再
就
職
問

題
」な
ど
、長
期
政
権
下
の「
ゆ

る
み
」や「
不
勉
強
」は
、緊
張

感
に
欠
け
る
担
当
大
臣
答
弁
を

　

聞
い
て
い
て
も
程
度
の
低
さ
に

情
け
な
く
な
る
。ま
た
、首
都
東

京
の
都
政「
て
い
た
ら
く
改
革
」

に
纏
わ
る
話
も
ま
す
ま
す
連
日

喧
し
く
な
って
き
た
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て一カ
月
の
米
国

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
は

四
五
％
と
低
く
、「
混
乱
」
と

「
分
断
」と「
焦
り
」で
話
題
も

事
欠
く
こ
と
が
な
い
。連
日
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
せ
て
い
る
。そ
こ
へ

北
朝
鮮
関
連
の「
暗
殺
事
件
」

が
惹
起
さ
れ
て
、こ
れ
も
俄
か
に

衆
目
を
集
め
て
い
る
。や
は
り
、

酉
年
は
鳥
が
羽
ば
た
き
バ
タ
バ

タ
と
気
ぜ
わ
し
く
右
往
左
往
す

る
こ
と
が
多
く
な
る
の
か
な
？！

　

さ
て
、本
誌
が
今
月
号
で
廃

刊
に
な
る
と
い
う
。そ
こ
で『
縁
』

の
不
思
議
さ
と
有
難
さ
を
想
起

し
つつ一言
。

「
当
初
、㈱
ブ
レ
ー
ン
バ
ン
ク
を
は

じ
め
た
若
人
が
冊
子
発
行
に
勤

し
ん
で
い
た
。応
援
し
よ
う
と

【
松
下
幸
之
助
に
学
ぶ
】の
投
稿

を
始
め
た
の
が【
エ
コ
ジ
ャ
】と
の

『
縁
』の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。そ
の

後
、ブ
レ
ー
ン
バ
ン
ク
が
徳
島
中

央
テ
レ
ビ
㈱
傘
下
に
移
り【
エ
コ

ジ
ャ
】は
永
続
発
行
と
な
り
拡

充
し
た
。こ
れ
も
有
難
い
感
謝

す
べ
き『
縁
』の
は
じ
ま
り
で
あ

っ
た
」。

　

話
題
を
先
月
号
の
ア
チ
ー
ブ

メ
ン
ト
㈱
の
青
木
社
長
と
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
の
佐
藤
専
務
の
語
ら

い
に
戻
そ
う
。

　　

松
下
幸
之
助
は
、若
い
と
き

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
社
員
に
接
し
て
い
た
と
こ

ろ
、人
は
思
い
も
寄
ら
な
い
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。そ
う
い
う
人
を
た
く
さ

ん
見
て
き
た
こ
と
で
、幸
之
助
は
、

人
は
み
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原

石
の
よ
う
な
も
の
だ
、磨
け
ば
磨

く
ほ
ど
輝
く
素
質
、無
限
の
可

能
性
を
一人
ひ
と
り
全
員
が
も
っ

て
い
る
と
い
う
人
間
観
を
得
る

に
至
っ
た
。

　

そ
し
て
、そ
の
人
が
も
っ
て
い

る
素
質
や
可
能
性
を
い
か
に
磨

い
て
あ
げ
ら
れ
る
か
。自
分
自

身
も
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
を
磨

き
あ
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

ど
う
つ
く
る
か
が
経
営
者
の
役

割
で
あ
り
、事
業
の
目
的
だ
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

で
す
か
ら
事
業
そ
の
も
の
を

大
き
く
す
る
と
い
う
よ
り
も
一

緒
に
集
ま
っ
た
社
員
の
人
た
ち

が
み
ず
か
ら
の
能
力
を
発
揮
し
、

生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
も
っ
て

仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

そ
の一
点
に
集
中
し
て
、様
々
な

改
革
に
取
り
組
ん
だ
と
佐
藤
専

務
が
説
明
し
た
の
に
、青
木
社

長
は
応
じ
た
。

青
木
社
長

「
た
と
え
ば
ガ
ラ
ス
張
り
経
営

（
＊
幸
之
助
は
個
人
経
営
の
時

代
か
ら
家
計
と
店
の
会
計
を
は

っ
き
り
区
別
し
た
。松
下
電
器

の
経
営
も
創
業
時
か
ら
そ
の
実

態
を
内
外
に
明
ら
か
に
し
、秘

密
の
な
い
経
営
を
行
な
っ
て
き

た
）や
、適
材
適
所
の
経
営
、衆

『
人
間
の
心
』

　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
回
（
完
）

Monthly Topics

苦
労
し
た
分
だ
け

思
い
は
強
く
な
る

ひ
と
こ
と

え
ん
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知
を
集
め
た
全
員
経
営
、自
主

責
任
経
営
な
ど
、幸
之
助
さ
ん

が
重
視
し
た
経
営
手
法
は
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、ど
れ
も

そ
の
人
が
ど
う
し
た
ら
気
持
ち

よ
く
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
け

る
の
か
と
い
う
、そ
の
思
い
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
と
考
え

て
い
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。」

佐
藤
専
務

「
そ
う
で
す
ね
。社
員
に
す
れ

ば
、情
報
を
全
部
オ
ー
プ
ン
に
し

て
も
ら
っ
た
り
、自
分
の
適
性
を

生
か
せ
る
場
所
に
配
置
し
て
も

ら
え
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
し
、自
分
の
提
案
を
取
り
入

れ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で

し
ょ
う
。強
制
さ
れ
て
や
ら
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、自
主
的
に

責
任
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
で
、意
欲
も
わ
い
て
き
ま
す
。

　

幸
之
助
が
そ
ん
な
ふ
う
に
社

員
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
た
の
は
、先
ほ
ど
も
言
っ
た

よ
う
に
、人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

創
業
当
時
、よ
う
や
く
自
分
の

会
社
に
来
て
く
れ
て
働
い
て
く

れ
た
社
員
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。経

営
者
で
あ
れ
ば
多
か
れ
少
な
か

れ
、社
員
の
た
め
を
思
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
が
、心
の
底
か
ら
そ
う

思
っ
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も
そ

う
や
っ
た
方
が
会
社
が
大
き
く

な
る
か
ら
と
い
う「
手
段
」と
し

て
そ
う
思
っ
て
い
る
か
の
違
い
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
社
員
に
は
幸
之

助
が
本
当
に
自
分
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
之
助
が
心
底
社
員
の
幸
せ

を
思
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、社
員

の
方
も
幸
之
助
の
た
め
な
ら
死

ん
で
も
い
い
と
い
う
人
が
い
っ
ぱ

い
現
れ
た
の
で
す
。」

　

紙
面
の
残
り
が
僅
か
と
な
っ

て
き
た
。纏
め
に
入
ろ
う
。

　

世
の
中
で
戦
争
や
対
立
、憎

し
み
が
生
ま
れ
る
の
は
、人
間

を
ど
う
見
る
か
と
い
う
人
間
観

の
問
題
だ
と
松
翁
は
説
い
た
。

人
間
の
本
質
に
基
づ
い
た
正
し

い
人
間
観
が
存
在
し
て
な
い
か

ら
、争
い
が
起
き
る
の
だ
と
幸

之
助
は
考
え
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
人
間
観
が
あ
っ
た
。性

善
説
、性
悪
説
が
そ
の
代
表
だ

が
、ほ
か
に
も
仏
教
や
キ
リ
ス
ト

教
な
ど
、人
間
観
を
示
し
た
考

え
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。い
ろ
い
ろ

あ
る
け
れ
ど
も
、争
い
は
な
く

な
ら
な
い
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

だ
か
ら
幸
之
助
は
世
の
中
を
繫

栄
、平
和
、幸
福
に
導
く
た
め
に
、

【
新
し
い
人
間
観
】が
必
要
だ
と

説
い
た
の
で
あ
る
。

　

経
営
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

幸
之
助
の
生
き
方
の
す
べ
て
の

ベ
ー
ス
に
こ
の
人
間
観
が
あ
る
。

要
は
人
間
を
ど
う
見
る
か
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
の
問
題

で
あ
る
。人
間
は一
人
ひ
と
り
磨

け
ば
光
る
無
限
の
可
能
性
を
も

っ
た
存
在
で
あ
り
、宇
宙
根
源

の
力
か
ら
み
ん
な
違
っ
た
天
分

を
与
え
ら
れ
て
こ
の
世
に
生
み

だ
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が

幸
之
助
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
世
に一
人
と
し
て
無
用
の

人
は
い
な
い
。一
人
ひ
と
り
が
宇

宙
根
源
の
力
か
ら
与
え
ら
れ
た

天
分
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
早
く
見
つ
け
出
し
て
発

揮
さ
せ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

い
。幸
之
助
は
そ
の
た
め
に
人
づ

く
り
を
し
て
き
た
と
いっ
て
も
い

い
だ
ろ
う
。

　

幸
之
助
は
こ
の
新
し
い
人
間

観
が
人
類
を
救
う
と
本
気
で

思
っ
て
い
た
。五
〇
〇
年
ぐ
ら
い

経
っ
た
ら
、ま
た
新
し
い
人
間
観

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
こ
こ
数
百
年
は
こ

の
考
え
方
で
い
け
る
は
ず
だ
と

い
う
自
負
心
を
も
っ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
新
し
い
人
間

観
は
幸
之
助
の『
人
間
を
考
え

る
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
新
書
）と

い
う
本
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い

る
。幸
之
助
は
こ
の
本
を
一
万
回

読
ん
で
ほ
し
い
、と
言
っ
て
い
た
。

一
回
や
二
回
読
ん
だ
く
ら
い
で
で

は
解
ら
な
い
。『
読
書
百
遍
自
ら

通
ず
』と
い
わ
れ
る
が
さ
す
が

に
一
万
回
は
無
理
だ
ろ
う
が
、で

も
そ
れ
く
ら
い
繰
り
返
し
読
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
の
が
松
翁
の

本
心
で
あ
っ
た
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、こ
の
本

は
自
分
が
書
い
た
本
で
は
な
い
。

天
来
の
声
、天
か
ら
の
声
だ
か

ら
だ
と
言
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。著
者
松
下
幸
之
助
と
記

し
て
あ
る
か
ら
、大
し
た
本
で

は
な
い
と
、た
か
を
括
る
の
は
大

間
違
い
だ
。こ
れ
は
天
来
の
声
で
、

一
〇
〇
年
な
り
、二
〇
〇
年
な

り
後
に
は
床
の
間
に
置
か
れ
る

本
だ
と
言
っ
て
い
る
。

「
宇
宙
に
存
在
す
る
す
べ
て
の

も
の
は
、つ
ね
に
生
成
し
、た
え

ず
発
展
す
る
。万
物
は
日
に
新

た
で
あ
り
、生
成
発
展
は
自
然

の
理
法
で
あ
る
。

　

人
間
に
は
、こ
の
宇
宙
の
動

き
に
順
応
し
つ
つ
万
物
を
支
配

す
る
力
が
、そ
の
本
性
と
し
て

与
え
ら
れ
て
い
る
。人
間
は
、た

え
ず
生
成
発
展
す
る
宇
宙
に

君
臨
し
、宇
宙
に
ひ
そ
む
偉
大

な
る
力
を
開
発
し
、万
物
に
与

え
ら
れ
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質

を
見
い
だ
し
な
が
ら
、こ
れ
を
生

か
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

物
心
一
如
の
真
の
繁
栄
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
人
間
の
特
性
は
、自

然
の
理
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
天
命
で
あ
る
。」

　

こ
の
言
葉
を
信
じ
る
か
否
か

で
貴
方
の
生
き
方
は
変
わ
る
の

だ
が
、果
た
し
て・・・。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
間
を

ど
う
と
ら
え
る
か

●
『
思
い
の
強
さ
が
人
生
を

左
右
す
る
。
願
望
を
実
現
す
る

た
め
に
は
ま
ず
思
う
こ
と
。
』

●
『
新
し
い
人
間
観
の
提
唱
』

に
す
べ
て
は
集
約
さ
れ
て
い

る
。
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私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
古
い

記
憶
は
、一
九
三
六
〜
七
年
に

中
国
の
新
京(

長
春)

の
官
舎
で

暮
ら
し
た
頃
の
モ
ロ
モ
ロ
で
す
。

「
三
輪
車
で
表
を
走
り
回
る
と

現
地
の
中
国
人
に
攫
わ
れ
る
」

　

と
言
わ
れ
、家
の
前
や 

狭
い

庭
で
し
か
遊
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

当
時
の
日
本
人
が
、武
力
と

経
済
力
で
作
っ
た
傀
儡
国
家
＝

満
州
国
で
す
か
ら
、中
国
人
は
、

「
ケ
ッ
タ
ク
ソ
が
悪
い
か
ら
、

日
本
人
の
ガ
キ
で
も
攫
う
て
、

売
り
飛
ば
し
た
ろ
や
な
い
か
」

　

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、今
で
も
中
国
で
は

子
供
を
攫
う
事
件
が
絶
え
な
い

と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

観
た
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
子
供
の

値
段
は
男
の
子
が
高
い
そ
う
で
、

働
か
せ
る
だ
け
で
な
く
老
後
の

面
倒
を
看
さ
せ
る
の
が
目
的
だ

と
伝
え
て
い
ま
し
た
。　

　

昔
は
日
本
に
も｢

人
攫
い
」が

い
ま
し
た
が
、未
だ
に
中
国
で

子
供
の
売
買
を
し
て
い
る
の
は
、

一
人
っ
子
を
失
っ
た
親
達
が
、 

｢

何
が
何
で
も
子
供
が
欲
し
い
」 

　

と 

思
い
詰
め
て
し
ま
う…

つ
ま
り
「
一
人
っ
子
政
策
」の

後
遺
症
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
新
京
へ
、は
る
ば
る

徳
島
か
ら
祖
父
が
訪
ね
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

優
し
い「
ジ
イ
ち
ゃ
ん
」は
、

八
人
の
孫
の
う
ち
、最
年
少
の

孫
だ
っ
た
私
の
頼
み
は
何
で
も

聞
い
て
く
れ
る
人
で
し
た
。

　

で
す
か
ら
、ジ
イ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
三
輪
車
で
散
歩
す
れ
ば
、

ど
ん
な
遠
い
所
へ
出
か
け
て
も

私
の｢

ガ
ー
ド
マ
ン｣

と
な
っ
て
、

攫
わ
れ
る
心
配
は
な
か
ろ
う
と

親
も
安
心
し
て
、一
人
っ
子
の

私
を 

ジ
イ
ち
ゃ
ん
に
預
け
て

く
れ
た
の
で
す
。

　

調
子
に
乗
っ
た
私
は
一
日
に

何
度
も
官
舎
の
外
を
走
り
回
り
、

自
分
の
家
が
目
に
入
っ
た
途
端
、

三
輪
車
を
放
り
出
し
て
、

「
お
母
ち
ゃ
ー
ん
」

　

と
叫
ん
で
駈
け
出
す
の
で
す
。

「
博
章
と
散
歩
し
よ
っ
て
も
な
、

家
が
見
え
た
途
端
に
三
輪
車
を

放
り
出
し
よ
る
」

　

ジ
イ
ち
ゃ
ん
は
笑
い
な
が
ら

身
体
を
斜
め
に
し
て
三
輪
車
を

提
げ
て
帰
る
の
で
し
た
。

　

子
供
用
の
三
輪
車
な
の
に
、

「
三
輪
車
」
と
は
呼
ば
れ
な
い

三
輪
車
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
は
、こ
れ
を

「
ス
ケ
ー
ト（
左
図
の
上
）」と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

車
輪
は
前
に
一
つ
、後
ろ
に

二
つ
付
い
て
い
た
の
で
す
が
、

今
は
前
後
に
一
輪
ず
つ
付
い
た

｢

二｣

輪
車
が
主
流
で
、名
前
も

｢

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
」と
い
う
の
だ

そ
う
で
す
。

　

調
べ
て
み
ま
す
と
、今
で
も

「
三
輪｣

の
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は

あ
る
よ
う
で
、右
図
ピ
ン
ク
の

よ
う
に
前
輪
が
二
つ
、後
輪
は

一つ…

つ
ま
り
前
後
の
車
輪
が

昔
の
ス
ケ
ー
ト
と
逆
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　

＊

　

車
輪
が
三
つ
の
乗
り
物
は
、

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば「
オ
ー
ト
三
輪
」と

呼
ば
れ
た｢

三
輪
ト
ラ
ッ
ク
」は
、

戦
後
に
か
け
て
日
本
の
流
通
と

経
済
成
長
を
下
支
え
し
て
き
た

昭
和
を
象
徴
す
る
ト
ラ
ッ
ク
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

実
は
私
、豊
中
市
内
の
木
造

ア
パ
ー
ト
か
ら
、い
ま
の
家
に

引
っ
越
し
た
と
き「
小
型
三
輪

ト
ラ
ッ
ク
」
に 

相
乗
り
し
て
、

や
っ
て
来
た
の
で
す
。

　

運
転
手
の
お
兄
さ
ん
の
隣
に

座
ら
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
の
、

ド
ア
が
な
い
の
で
吹
き
っ
曝
し
、

水
平
に
伸
び
る　
細
い
一
本
の

鉄
棒
が 

手
摺
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
向
こ
う
は
往
来
で
し
た
。

　

信
号
待
ち
で
停
車
し
た
と
き
、

商
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に

私
の
乗
っ
た
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
が

映
っ
て
い
ま
す
。

1933年徳島市生まれ 大阪府在住
■京都大学農学部林学科卒業
■元朝日放送アナウンサー
■元池田マルチメディア代表取締役
■講演、朗読指導など以外は隠居中

ジ
イ
ち
ゃ
ん

さ
ろ

か
い 

ら
い

むかし｢局アナ｣  いま｢隠居｣

ひ
と 

さ
ら

Monthly Topics

上田 博章(絵・文）

　　

さ
ら

三　輪　車
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ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
空
っ
ぽ…

い
や
、よ
く
見
る
と
茶
色
の
布

団
袋
の
先
っ
ち
ょ
が
覗
い
て
い

る
の
で
す
が
、そ
れ
以
外
は
何

も
見
え
ま
せ
ん
。

「
地
味
な
引
っ
越
し
じ
ゃ
な
あ
。

ま
る
で
夜
逃
げ
じ
ゃ…

」

　

確
か
に 

あ
の
こ
ろ
は
、外
食

一
辺
倒
の
無
頓
着
な
独
身
生
活

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、荷
物
ら

し
い
荷
物
は 

布
団
袋
だ
け　

他
に
目
ぼ
し
い
も
の
と
い
え
ば

自
分
で
組
み
立
て
た
ラ
ジ
オ
と

小
さ
な
火
鉢
、電
気
ス
タ
ン
ド
、

洗
面
器
程
度
で
、本
棚
も
机
も

座
布
団
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
の
ア
パ
ー
ト
に
は
殆
ん
ど

居
住
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

証
拠
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

＊

「
三
輪
の
乗
り
物
」と
い
え
ば
、

懐
か
し
の「
輪
タ
ク
」が
あ
り

ま
す
。

　

お
若
い
方
は
ピ
ン
と
来
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、早
い
話
、

｢

自
転
車
で
漕
ぐ
タ
ク
シ
ー｣

の

こ
と
で
、敗
戦
直
後
は 

故
郷
の

徳
島
で
も「
輪
タ
ク
」を 

よ
く

見
か
け
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
横
に
客
が
乗
る…

何
し
ろ
自
動
車
も
ガ
ソ
リ
ン
も

お
金
も
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
、

徳
島
駅
前
の
西
側
一
帯
に
は
、

輪
タ
ク
が 

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で

客
待
ち
を
し
て
い
た
の
で
す
。

｢

本
物
の
タ
ク
シ
ー
」と
い
う
か
、

ガ
ソ
リ
ン
で
走
る
タ
ク
シ
ー
は

戦
後
し
ば
ら
く 

見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ウ
チ
は
貧
乏
で
し
た
か
ら
、

輪
タ
ク
に
乗
っ
た
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、家
内
は
一
度
だ
け

乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

大
店
の
親
戚
の
家
へ
行
っ
た

帰
り
に
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、

店
の
ツ
ケ
で
輪
タ
ク
を
呼
ん
で

く
れ
た
の
で
し
た
。

　

母
親
が 

一
緒
だ
っ
た
の
で

二
人
で
乗
っ
て
も
い
い
の
か
、

恐
る
恐
る
訊
ね
た
と
こ
ろ
、

「
え
え
、二
人
と
も
こ
ん
ま
い

け
ん
、か
ん
ま
ん
で
よ
」

　

と
快
く
乗
せ
て
く
れ
た
そ
う

で
す
が
、乗
り
心
地
は 

あ
ま
り

良
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

い
く
ら 

母
子
が
小
柄
で
も

二
人
だ
と
窮
屈
で
し
ょ
う
し
、

敗
戦
直
後
の
道
路
は
、殆
ん
ど

舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

か
な
り
ガ
タ
ガ
タ
揺
ら
れ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
輪
タ
ク
に
乗
る
こ
と
も

見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、輪
タ
ク
が

活
躍
し
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で

よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

自
転
車
の
前
に
客
を
乗
せ
る

タ
イ
プ
と
か
、後
ろ
に
乗
せ
て

引
っ
張
る
タ
イ
プ
な
ど
日
本
の

輪
タ
ク
と
は 

か
な
り
構
造
が

異
な
り
ま
す
が
、客
が
外
か
ら

ま
る
見
え
の
も
の
が
多
い
の
は
、

赤
道
に
近
い
の
で
、防
寒
よ
り

風
通
し
が 

優
先
さ
れ
る
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

　

日
本
の
輪
タ
ク
と
よ
く
似
た

構
造
の
三
輪
バ
イ
ク「
サ
イ
ド

カ
ー
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

製
造
中
止
に
な
っ
た
の
か
、

近
ご
ろ
サ
イ
ド
カ
ー
の
姿
な
ど

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
局
が
悪
く
な
っ
た
こ
ろ
、

昭
和
天
皇
が
必
勝
祈
願
の
た
め

明
治
神
宮
に
参
拝
す
る
と
き
、

私
た
ち
神
宮
周
辺
の
国
民
学
校

で
は
銀
杏
並
木
の
歩
道
に
整
列

し
て
出
迎
え
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
先
導
す
る
の
が

サ
イ
ド
カ
ー
で
し
た
。

　

陛
下
の
車
が
近
づ
き
沿
道
に

並
ん
だ
学
童
が
次
々
と
最
敬
礼

す
る
と
、天
皇
サ
イ
ド
か
ら
は

坊
主
頭
の
ウ
エ
ー
ブ
が
見
え
る

わ
け
で
す
。

　

当
時
、天
皇
は
現
人
神
で
、

「
見
た
ら
眼
が
潰
れ
る
ぞ
」

　

と
教
え
る
教
師
が
い
た
り
、

「
最
敬
礼
は
眼
の
防
御
だ
」　

　

な
ん
て
、せ
せ
ら
笑
う
奴
が

い
た
り…

そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　

今
ど
き
サ
イ
ド
カ
ー
を
見
て
、

近
衛
兵
や
憲
兵
、ヒ
ト
ラ
ー
の

親
衛
隊
を
連
想
し
て
、何
だ
か

威
圧
感
を
受
け
る
私
は
一
種
の

戦
争
恐
怖
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
を
知
ら
な
い　

安
倍
晋
三

さ
ん
に
笑
わ
れ
そ
う
で
す
。

　
　
　

＊

　

車
椅
子
の
中
に
も
、車
輪
が

三
つ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
、

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
疾
走
す
る

あ
の
三
輪
車
で
す
。

　

二
つ
の
車
輪
が
後
ろ
に
あ
り
、

前
の
車
輪
は
ぐ
っ
と
先
に
突
き

出
し
て
、お
尻
を
支
え
て
い
る

二
つ
の
後
輪
は「
八
の
字
」に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
に
限
ら
ず
、

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
用
車
椅
子
の

後
輪
も
八
の
字
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ　

あ
の
傾
き
は｢

キ
ャ
ン
バ
ー
」と

い
っ
て
、大
き
く
傾
け
る
ほ
ど

グ
リ
グ
リ
廻
り
に
く
く
な
り
、

安
定
感
が
増
す
と
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、旧
制
の
徳
島

中
学
の
物
象(

物
理)

で
習
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

｢

四
輪
自
動
車
の
前
輪
は[

八
の

字
の
逆]

に
な
っ
て
い
る
の
で　

ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
ス
ム
ー
ス
に

操
作
で
き
る｣…

と
。

く    

る    

ま

あ
ら   

ひ
と   

が
み

お
お 

だ
な

り
ん

  　
　
　

     

か   

ま  

わ  

な  

い  

、

、

、

ち     

い     

さ     

い
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こ
の
二
月
、
徳
島
県
立
近
代

美
術
館
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
進
め
て
い
く

た
め
の
二
つ
の
研
修
会
が
あ
り

ま
し
た
。
手
話
に
つ
い
て
の
研

修
会
と
カ
ラ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
研
修
会
で
す
。

美
術
館
だ
け
で
な
く
、
文
化
の

森
総
合
公
園
各
館
か
ら
職
員
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

手
話
研
修
で
は
、
最
初
、
聴

覚
・
ろ
う
重
複
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
戎
浩
司

さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、
聴
覚
障

が
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
、
手
話
の
歴
史
や
手
話
の

ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
で

き
る
人
は
で
き
な
い
人
の
こ
と

が
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、

ま
さ
に
聴
覚
障
が
い
者
を
め
ぐ

る
状
況
が
そ
う
な
の
だ
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
聴
覚
障
が
い

に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
っ

て
、
た
と
え
ば
感
音
性
難
聴
の

方
は
、
子
音
が
聞
き
取
り
に
く

く
、
「
あ
え
い
あ
あ
ん
」
と
い

う
意
味
の
な
い
音
が
「
あ
れ
い

か
ん
」
と
、
注
意
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
聞
こ
え
る
そ
う
で
す
。

子
音
の
な
い
音
声
の
例
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
私
も

ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
音
と
子
音
の
構
造
で
い

う
と
、
「
タ
バ
コ
」
と
「
タ
マ

ゴ
」
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と

「
土
踏
ま
ず
」
、
「
う
ち
、
泊

ま
っ
て
い
き
ま
せ
ん
？
」
と

「

プ

チ

ト

マ

ト

い

り

ま

せ

ん
？
」
の
区
別
が
つ
か
な
く
な

り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
意
思
の

疎
通
を
は
か
っ
た
ら
い
い
の
で

し
よ
う
か
？ 

一
三
〇
年
間
も
世

界
の
聾
教
育
で
行
わ
れ
て
き
た
、

口
の
動
き
か
ら
話
を
読
み
取
る

「
口
話
法
」
の
撤
廃
決
議
は
、

二
〇
一
〇
年
の
世
界
聴
覚
障
害

教
育
会
議
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

近
年
の
こ
と
で
す
。
日
本
語
で

あ
れ
ば
、
「
今
夜
は
飲
み
ま
せ

ん
」
が
抑
揚
の
違
い
に
よ
っ
て
、

「
飲
ま
な
い
」
と
い
う
意
味
に

も
「
飲
み
に
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
誘
い
の
意
味
に
も
な
り

ま
す
。
口
話
法
に
問
題
が
多
い

の
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
手
の
動
き

一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
る
手
話

は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
意
思

疎
通
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な

い
一
つ
の
言
語
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
な
ら
、
日
本
語
に

囲
ま
れ
て
育
ち
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
に
聴
覚
障
が
い
者
は
手
話

に
よ
っ
て
会
話
を
し
ま
す
の
で
、

言
葉
と
し
て
ど
れ
だ
け
大
事
な

の
か
が
分
か
る
は
ず
で
す
。
文

字
を
読
む
と
す
ぐ
疲
れ
る
け
ど
、

手
話
な
ら
長
く
て
も
大
丈
夫
、

と
い
う
方
の
お
話
も
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
「
母
語
」
だ
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
。

　

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
が
、

手
話
を
取
り
入
れ
た
展
示
解
説

や
対
話
型
鑑
賞
の
催
し
を
は
じ

め
て
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ク
レ
ー

〈
子
供
と
伯
母
〉
（
一
九
三
七

年
）
な
ど
当
館
の
代
表
的
な
作

品
を
手
話
で
解
説
す
る
ビ
デ
オ

が
つ
く
れ
な
い
か
、
い
ま
可
能

性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
展
示

室
に
持
ち
込
ん
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
解
説
を
見
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
方
に

美
術
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

研
修
で
は
講
演
後
、
各
館
の

参
加
者
が
手
話
を
体
験
。
そ
し

て
、
美
術
館
と
博
物
館
の
職
員

が
、
手
話
ビ
デ
オ
な
ど
に
つ
い

て
徳
島
県
聴
覚
害
者
福
祉
協
会

理
事
長
の
平
光
江
さ
ん
や
手
話

通
訳
士
の
方
々
を
交
え
て
意
見

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
研
修
会
も
、
私
に
と

っ
て
新
し
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
講
師
は
、
カ
ラ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
す
す
め

る
会
の
方
々
で
す
。

　

色
の
見
え
方
も
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
弱
い
色
弱
を

含
め
、
何
ら
か
の
色
覚
異
常
が

あ
る
人
は
世
界
中
に
二
億
人
、

日
本
で
は
静
岡
県
の
人
口
に
相

当
す
る
三
百
数
十
万
人
の
人
が

い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
色
弱
者
に
も
情
報
が
伝
わ
る

よ
う
色
づ
か
い
を
考
慮
し
て
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
、
カ
ラ

ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
い
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
色
弱
者
の
色
の

見
え
方
が
体
験
で
き
る
眼
鏡

（
バ
リ
ア
ン
ト
ー
ル
）
で
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
真
っ
赤
な
文
字
が

黒
い
地
か
ら
浮
き
上
が
る
強
烈

な
ポ
ス
タ
ー
は
、
赤
が
地
の
色

と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
沈
ん

で
見
え
ま
す
。

　

街
の
な
か
の
男
子
ト
イ
レ
と

女
子
ト
イ
レ
を
色
だ
け
で
区
別

す
る
と
、
色
弱
者
は
困
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
で
は
、
形
に
差
を
つ
け
た

り
、
明
度
に
差
を
つ
け
た
り
し

て
、
色
以
外
の
情
報
を
組
み
入

れ
て
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

その105　ユニバーサル・ミュージアムの二つの研修会

手
話
の
研
修
会

カ
ラ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
研
修
会
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こ
の
研
修
会
で
は
、
展
示
室

で
作
品
の
色
に
つ
い
て
の
感
じ

方
を
交
流
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
色
弱
者
が
参
加
で

き
る
鑑
賞
の
催
し
の
あ
り
方
も

探
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
作
品
の

色
に
注
目
し
て
カ
ル
タ
の
読
み

札
を
つ
く
っ
て
当
て
っ
こ
し
た

り
、
色
か
ら
感
じ
る
こ
と
や
そ

う
感
じ
た
理
由
を
カ
ー
ド
に
書

い
て
披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。

交
流
の
方
法
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
当
館
で
や
っ
て
き
た
も
の

な
の
で
す
が
、
色
の
見
え
方
が

違
う
人
に
、
そ
の
色
の
部
分
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
知
っ

て
も
ら
う
有
効
な
手
立
て
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。
色
の
感
じ

方
は
経
験
に
も
影
響
さ
れ
ま
す

の
で
、
交
流
す
る
と
相
互
理
解

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

色
を
指
定
す
る
と
そ
の
色
の

部
分
が
点
滅
す
る
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
の
ソ
フ
ト
が
あ
る
の
も
知
り

ま
し
た
。
ピ
カ
ソ
の
〈
赤
い
枕

　

で
眠
る
女
〉(

一
九
三
二
年
）
の

鮮
や
か
な
赤
を
黒
く
感
じ
る
人

も
、
ソ
フ
ト
で
赤
の
部
分
が
分

か
る
と
、
意
見
を
交
流
さ
せ
る

と
き
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
機
器
を
使
う
と
、
催
し
の

可
能
性
も
広
が
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

美
術
館
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
催
し
は
、

誰
も
が
遠
慮
な
く
、
鑑
賞
を
楽

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
試
み
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
研
修
の
折

り
、
聴
覚
障
が
い
者
の
方
は
聞

こ
え
て
い
な
く
て
も
、
傷
つ
き

た
く
な
い
の
で
分
か
っ
た
ふ
り

を
し
て
う
な
ず
く
こ
と
が
あ
る
、

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
強

い
色
弱
者
の
方
も
、
色
の
話
題

に
入
っ
て
い
け
な
い
と
、
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
こ
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
孤
立
す
る

人
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

美
術
館
で
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
館

で
は
、
こ
れ
ま
で
目
の
見
え
な

い
人
を
対
象
と
す
る
催
し
も
積

み
重
ね
て
い
て
、
近
年
で
は
、

そ
こ
に
参
加
す
る
人
が
、
障
が

い
者
対
象
と
う
た
っ
て
い
な
い

展
示
解
説
な
ど
に
も
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
に
、
誰
も
が
普
通
に
作

品
鑑
賞
が
楽
し
め
る
機
会
が
広

が
る
よ
う
、
来
年
度
も
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
を
含
め
、

美
術
に
親
し
む
活
動
は
全
国
の

美
術
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
な
ど
大
都
市
で
の
活
動
は

全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
地
方
で
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
美
術
館
な
ど
が
、
積
極
的

に
普
及
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と

華
や
か
さ
は
な
い
の
で
し
ょ
う

が
、
地
元
の
人
た
ち
や
関
係
す

る
人
た
ち
に
依
拠
し
、
地
域
に

根
付
い
て
、
こ
つ
こ
つ
と
活
動

を
積
み
上
げ
て
き
た
の
が
徳
島

県
立
近
代
美
術
館
の
活
動
の
特

徴
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
｢

物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら
心
の

豊
か
さ
へ
」
と
い
わ
れ
た
当
館

開
館
の
頃
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

連
載
が
は
じ
ま
っ
た
九
年
前
と

比
較
し
て
も
、
美
術
館
を
め
ぐ

る
社
会
的
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
展
覧
会
予
算
な

ど
の
大
幅
な
減
少
、
学
校
数
や

児
童
生
徒
数
の
減
少
。
街
の
画

商
さ
ん
も
徳
島
で
は
少
し
ず
つ

店
を
閉
め
て
い
ま
す
。
美
術
・

文
化
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
あ
る
な
か
で
、
知
恵
を
し

ぼ
り
、
多
く
の
人
の
協
力
を
得

て
、
地
域
に
根
付
い
た
美
術
館

と
な
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
の
い
く
ば
く
か
は
、

こ
の
連
載
で
も
記
録
で
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
二
〇
一
七
年
三

月
号
を
も
っ
て
本
誌
「
エ
コ
ジ

ャ
（
徳
島
エ
コ
ノ
ミ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
」
が
終
刊
と
な
る
た
め
、

「
美
術
を
楽
し
む
、
美
術
館
を

楽
し
む
」
も
今
回
が
最
終
回
に

な
り
ま
す
。
連
載
が
は
じ
ま
っ

た
の
は
二
〇
〇
八
年
三
月
。
そ

れ
か
ら
ま
る
九
年
間
、
毎
月
、

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
の
活
動

を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
回
数
は
一
〇
五
回
で
す
。

当
初
の
予
定
に
な
い
ほ
ど
長
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

読
者
の
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

原
稿
で
あ
っ
て
も
、
あ
た
た
か

く
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
が
実

感
で
き
る
大
事
な
場
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
二
年
前
の
四
月
に

は
、
当
初
の
紙
媒
体
の
雑
誌
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
に
変
わ

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
読
者
の

方
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　

｢

エ
コ
ジ
ャ
」
で
の
連
載
は
こ

れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
可
能
な

ら
別
の
場
で
当
館
の
展
覧
会
や

普
及
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る

機
会
が
つ
く
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
長
年
の
ご

愛
読
を
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
の
催
し

■
所
蔵
作
品
展
徳
島
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン　

特
集
「
作
品
の
中
の
作

家
」

・
こ
ど
も
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
作
家
の
巻
」 

18
日
［
土
］
14
時
～
14
時
45
分

・
テ
ー
マ
で
知
る
名
品
「
作
品
の
中
の

作
家
」 

19
日
［
日
］
14
時
～
14
時
45

分■
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

チ
ャ
レ
ン

ジ
と
く
し
ま
芸
術
祭 

２
０
１
７
」

受
賞
者
発
表
会

・
展
示
部
門　

11
日
［
土
］
、
12
日

［
日
］ 

９
時
30
分
～
17
時
（
12
日
は

16
時
30
分
ま
で
） 

展
示
室
３
（
２

Ｆ
）

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門　

12
日

［
日
］　

13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

（
16
時
30
分
終
演
予
定
）　

途
中
入
場

可　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
１
Ｆ
）

□
季
節
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　

20
日
［
月
・
祝
］

10
時
～
12
時

講
師
：
富
林
純
子
（
徳
島
県
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会
会
員
）
、
参
加

対
象 

： 

ど
な
た
で
も
、
定
員 

： 

20

名
程
度
、
【
申
込
方
法
】
電
話
・

F
A
X

・
メ
ー
ル
に
て
先
着
順
。
詳
し
く

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
電

話
で
（
0
8
8-

6
6
8-

1
0
8
8
）
、

締
切
は
３
月
10
日
［
金
］

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま
た
耳
が
聞

こ
え
に
く
い
方
や
目
が
見
え
に
く
い
方

も
一
緒
に
参
加
し
交
流
で
き
る
内
容
。

少
し
ず
つ
地
域
に

根
付
い
て
き
た
活
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

徳島県立近代美術館外観
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こ
の
稿
の
探
求
の
為
に
駿
河
静

岡
に
中
村
郁
夫
さ
ん
と
昨
年
十
一

月
十
八
日
に
行
っ
た
と
き
に
は
好

天
で
あ
っ
た
。富
士
山
が
眺
望
さ
れ

る
日
本
平
に
立
ち
、駿
河
湾・太
平

洋
を
見
下
ろ
し
、長
躯
し
て
鉄
舟

寺
を
訪
問
し
た
。中
村
郁
夫
さ
ん

と
旧
知
の
住
職
に
気
さ
く
に
応
対

し
て
戴
い
た
。「
清
水
湊
の
名
物
は

お
茶
の
香
り
と
男
伊
達
・・・
」と
歌

わ
れ
る「
旅
姿
三
人
衆
」の
と
お
り

に
愉
快
に
走
っ
た
。鉄
舟
寺
の
名
は

幕
末
・
維
新
の
英
傑
山
岡
鉄
舟
の

名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。本
来
の
名

は
久
能
寺
で
千
三
百
年
の
歴
史
を

　

持
つ
古
刹
で
、現
在
に
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
経
典
・
仏
像
・
書
画
な
ど
の

宝
物
を
所
蔵
し
て
い
る
。そ
の
本
堂

縁
側
か
ら
富
士
山
が
眺
望
さ
れ
、

探
訪
の
日
は
好
天
で
優
雅
な
姿
が

写
真
に
写
さ
れ
た
。

　
こ
の
鉄
舟
寺
に
天
正
十
八（
一五

九
〇
）年
の「
小
田
原
征
伐
」の
直

後
か
ら
関
ヶ
原
合
戦
前
ま
で
駿
河

国
主
で
あ
っ
た
中
村
一
氏
の
名
を
残

す「
薄
墨
の
横
笛
」が
所
蔵
さ
れ
現

在
に
横
笛
の
名
手
の
赤
尾
三
千
子

（
有
名
な
日
本
愛
国
党
の
赤
尾
敏

の
お
嬢
さ
ん
）が
演
奏
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。そ
の「
薄
墨
の
横
笛
」は
牛

　

若
丸
が
京
の
五
条
の
橋
で
弁
慶
を

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
飛
翔
し
て
打
ち

の
め
し
た
時
に
吹
い
て
い
た
も
の
と

さ
れ
る
。そ
れ
が
源
義
経
の
名
で
久

能
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
横
笛
を
駿
河
国
主
と
な
っ
た

中
村
一氏
が
修
復
し
て
名
を
刻
ん
で

い
る
。一
氏
が
駿
河
支
配
の
当
初
に

豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
の
威
光
で
寺

社
領
の
安
堵
を
し
て
安
定
を
図
っ

た
。そ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
が
、文
禄
四（
一五
九

五
）年
四
月
二
十
五
日
に「
薄
墨
の

横
笛
」の
修
理
を
し
て
、以
後
は
寺

宝
と
し
て
門
外
不
出
を
命
じ
た
。

駿
河
統
治
に
は
横
田
内
膳
正
村
詮

が
表
面
に
立
っ
て
代
行
す
る
が
、一

　

氏
の
存
在
を
示
す
事
例
と
し
て

『
清
水
市
史
』に
記
録
さ
れ
る
。

　
な
お
、鉄
舟
寺
に
は
山
岡
鉄
舟

と
親
交
を
持
っ
た
侠
客
清
水
次
郎

長
を
顕
彰
す
る
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。幕
末
に
勝
海
舟
と
西
郷
隆

盛
の
江
戸
城
無
血
開
城
の
談
合
を

し
た
時
の
仲
介
の
使
者
と
し
て
山

岡
鉄
舟
が
立
ち
、そ
の
護
衛
を
清

水
次
郎
長
一
家
が
し
た
。鉄
舟
寺
が

明
治
に
な
っ
て
荒
廃
し
て
い
た
の
を

明
治
十
六（
一
八
八
三
）年
に
再
興

し
た
山
岡
鉄
舟
の
坐
像
、鉄
舟
の

遺
志
を
継
承
し
て
明
治
四
十
三
年

に
完
成
さ
せ
た
清
水
の
魚
商
芝
野

栄
七
の
坐
像
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
鉄
舟
寺
を
日
本
一の
富
士
山
が

見
下
ろ
し
て
い
る
。

　
中
村
一
氏
が
駿
河
国
主
に
な
っ
た

当
初
に
は
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
の

威
光
で
指
し
出
し
検
地
に
よ
る
寺

社
の
本
領
安
堵
を
し
て
伝
統
継
承

の
方
針
を
示
し
て
民
心
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
に
努
め
た
。そ
の
後
に
実

測
検
地
に
よ
る
再
安
堵
を
予
告
す

る
但
し
書
き
を
付
け
た
。横
田
内

　

膳
正
村
詮
は一氏
の
宿
老
と
し
て
田

中
城（
八
〇
〇
〇
石
・
藤
枝
市
）城

主
に
配
置
さ
れ
た
が
病
気
が
ち
の

国
主
中
村
一
氏
に
代
わ
っ
て
駿
府
城

で
駿
河
一国
の
統
治
に
敏
腕
を
振
る

っ
た
。後
に
東
海
道
五
三
次
と
し
て

整
備
さ
れ
る
駿
河
国
内
の
宿
駅
を

前
国
主
で
あ
っ
た
徳
川
家
康
の
方

針
を
継
承
し
て
整
備
し
た
。田
中

城
の
城
下
で
あ
る
藤
枝
宿
を
上
下

に
分
け
て
問
屋
場
を
設
け
、旅
籠

を
建
て
た
。藤
枝
宿
の
東
に
岡
部

宿
、西
に
島
田
宿
を
設
置
し
て
交

通
を
便
利
と
し
た
。後
の
東
海
道

五
十
三
次
の
う
ち
の
十
二
宿
が
駿

河
国
内
に
存
在
し
て
、藤
枝
宿
は

品
川
宿
か
ら
二
十
二
番
目
で
江
戸

か
ら
四
十
九
里
三
十
町
四
十
五
間

の
距
離
で
あ
っ
た
。「
箱
根
八
里
は

馬
で
も
越
す
が
越
す
に
越
さ
れ
ぬ

大
井
川
」と
馬
子
唄
に
歌
わ
れ
た

箱
根
も
大
井
川
も
統
治
下
に
あ
っ

て
、大
井
川
は
道
中
の
難
所
で
あ
り

時
々
に
氾
濫
し
た
。そ
の
河
道
を
隣

の
遠
州
掛
川
城
主
山
内
一
豊
と
中

村
一
氏
が
協
力
し
て
変
更
し
て
相

互
互
恵
の
新
田
開
発
し
た
こ
と
が

『
大
井
川
町
史
』に
記
録
さ
れ
る
。

中
村
一
氏
と
山
内
一
豊
は
木
下
藤
吉

　

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一九
四
）

文・出 

水
　
康 

生

三
好・織
田・豊
臣・徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉・和
泉
岸
和
田・近
江
水
口・駿
河
駿
府・伯
耆
米
子
へ
の
変
転(

十
六)

Monthly Topics

鉄舟寺蔵の木像蘭陵王面

好
天
の
日
本
平・鉄
舟
寺

中
村
一氏
と
薄
墨
の
横
笛

｢心外無法｣の山岡鉄舟の書と坐像

横
田
内
膳
正
村
詮
の

駿
河
統
治

補陀洛山鉄舟寺の山門

鉄舟寺所蔵の｢薄墨笛｣と中村一氏の｢薄墨笛｣の添状

好天の日本平から日本一の富士山を眺む
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「
横
田
村
詮
法
度
」に
よ
る

一国
総
検
地・統
治
推
進

郎
の
時
代
か
ら
秀
吉
子
飼
い
の
家

臣
と
し
て
出
世
し
て
徳
川
家
康
が

関
八
州
に
転
封
さ
れ
た
後
の
駿
河

駿
府・遠
江
掛
川
に
そ
れ
ぞ
れ
に
城

主
と
な
っ
て　

独
自
に
検
地
を
実

施
し
、領
国
の
統
治
を
し
た
。大
井

川
の
河
道
を
共
同
の
大
工
事
と
し

て
入
国
当
初
に
計
画
し
て
、文
禄・

慶
長
の
朝
鮮
出
兵
の
多
端
な
時
代

の
十
年
ほ
ど
の
領
国
支
配
の
間
に

実
現
さ
せ
、対
岸
に
島
田
宿
、金
谷

宿
を
置
き「
川
留
め
」の
時
を
幸

運
・
不
運
の
時
と
し
て
旅
人
が
宿

泊・逗
留
し
て
人
生
の
悲
喜
こ
も
ご

も
を
現
出
さ
せ
る
。な
お
、石
工
や

鍛
冶
師
な
ど
の
必
要
と
さ
れ
る
技

術
者
の
組
織
化
、諸
役
免
除
に
よ

る
優
遇
な
ど
の
施
策
も
行
わ
れ
た
。

　

中
村
一
氏
と
山
内
一
豊
は
豊
臣
政

権
の
中
老
と
し
て
京
の
聚
楽
第
に

詰
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
、領
国
の
統
治
は
信
頼
で

き
る
宿
老
に
代
行
さ
せ
て
い
た
。そ

れ
が
中
村
一
氏
の
場
合
は
横
田
内

膳
正
村
詮
、山
内
一
豊
の
場
合
は
野

　

中
主
計
亮
・
福
岡
市
右
衛
門
尉
で

あ
っ
た
。中
村
一
氏
が
病
身
で
あ
っ
た

こ
と
も
関
係
し
た
か
と
思
わ
れ
る

が
、横
田
村
詮
へ
の
依
存
度
の
高
さ

を
横
田
内
膳
正
村
詮
が
発
給
し
た

文
書
が
圧
倒
的
で
あ
る
で
あ
る
こ

と
が
証
明
す
る
。国
主
の
中
村
一
氏

が
九
点
、弟
の
沼
津
城
主
中
村
彦

左
衛
門
尉
氏
次
が
四
点
、興
国
寺

城
主
河
毛
宗
左
右
衛
門
尉
重
次

が
三
点
、長
沼
藤
右
衛
門
尉
秀
綱

が
五
点
で
あ
る
の
に
、横
田
内
膳
正

村
詮
は
九
十
六
点
を
発
給
し
て
い

る
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
本
多
隆

成『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎
構

造
』（
吉
川
弘
文
錧
・一
九
八
九･

三

刊
）の「
中
村
氏
の
駿
河
支
配
」で

検
証
さ
れ
て
い
る
。九
十
六
点
の
発

給
文
書
の
う
ち
十
二
点
が
天
正
十

九
年
の
入
国
当
初
に
発
給
し
た
の

に
対
し
て
、慶
長
四（
一五
九
九
）年

に
五
十
八
点
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。

慶
長
四
年
に
は
、朝
鮮
出
兵
が
失

敗
に
帰
し
、そ
の
事
後
処
理
に
追
わ

れ
な
が
ら
横
田
内
膳
正
村
詮
が
駿

河
一
国
支
配
を
一
氏
に
代
行
し
て
駿

河
全
域
に
発
給
し
文
書
が
現
在
に

残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
主

　

要
な
も
の
が「
横
田
村
詮
法
度
」で
、

駿
河
一
国
の
総
検
地
を
横
田
内
膳

正
村
詮
が
責
任
者
と
し
て
実
施
し

て
、検
地
の
終
わ
っ
た
郷
村
の
百
姓

宛
に
発
給
し
た
の
で
あ
る
。「
横
田

村
詮
法
度
」が
徳
川
家
康
の「
七
条

定
書
」に
よ
る
五
カ
国
検
地
と
比

較
さ
れ
な
が
ら
、豊
臣
系
大
名
に

よ
る「
太
閤
検
地
」の
実
施
と
し
て

日
本
史
研
究
上
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、『
静
岡
県
史
』を
は

じ
め
、『
清
水
市
史
』『
沼
津
市
史
』

『
小
山
町
史
』『
吉
原
市
史
』『
富
士

宮
市
史
』『
大
井
川
町
史
』な
ど
の

市
町
史
誌
に
特
筆
さ
れ
て
記
録
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
市
町
史
誌
の

調
査
を
昨
年
十
一
月
十
七
日
に
静

岡
県
中
央
図
書
館
歴
史
文
化
セ
ン

タ
ー
で
中
嶋
郁
夫
主
任・好
意
的
な

係
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、該
当
箇
所

の
コ
ピ
ー
を
コ
ン
ビ
ニ
の
コ
ピ
ー
機
で

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。土
地
勘
の
な
い

こ
と
で
遠
慮
な
く
質
問
し
て
教
示

を
受
け
て
短
時
間
に
所
期
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。同

行
の
中
村
郁
夫
さ
ん
が
中
嶋
郁
夫

さ
ん
と
同
名
で
あ
る
こ
と
で
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
好
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
だ
再

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

訪
と
し

な
が
ら
一
般
ビ
ル
四
階
に
密
や
か
に

存
在
す
る
の
で
近
く
ま
で
行
っ
て
い

た
の
に
何
度
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

尋
ね
な
が
ら
漸
く
に
た
ど
り
着
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、「
横
田
村
詮
法
度
」は
慶

長
四（
一
五
九
九
）年
四
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
集
中
的
に
駿
河
の
全

域
に
検
地
の
終
了
し
た
各
郷
村
の

百
姓
中
に
発
給
さ
れ
た
。現
在
に

四
十
二
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
、と

言
う
。現
存
状
況
は
西
か
ら
、旧
郡

域
で
志
太
郡
九
点・益
津
郡
二
点・

安
倍
郡
九
点
・
有
渡
郡
一
点
・
庵
原

郡
五
点・富
士
郡
五
点・駿
東
郡
十

点
と
さ
れ
る
。内
容
は
五
箇
条
で

第
一
条
に
検
地
の
結
果
と
し
て
の
年

貢
率
が
定
め
ら
れ
、村
々
が
上・中・

下
・
下
々
の
四
等
級
と
さ
れ
、年
貢

率
が
七
割・六
割
五
分・六
割・五
割

五
分
と
さ
れ
、干
魃
や
大
風
雨
の

時
に
は
救
済
措
置
を
と
る
。第
二

条
は
夫
役
に
つい
て
規
定
し
、一〇
〇

〇
石
に
つ
き
三
人
、百
姓
の
少
な
い

村
は一〇
〇
〇
石
に
つ
き
米
三
〇
石
、

知
行
髙
の
少
な
い
給
人
に
は一
〇
〇

石
に
つ
き
三
石
ず
つ
米
を
出
す
。規

定
ど
お
り
の
夫
役
を
務
め
れ
ば
そ

の
他
に
人
足
を
出
し
て
は
な
ら
な

い
と
付
記
し
て
い
る
。第
三
条
は
そ

の
村
の
領
主
で
あ
っ
て
も
検
地
帳
に

記
載
さ
れ
た
百
姓
を
奉
公
人
に
出

さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
、代
官
や
給
人

が
武
家
の
奉
公
人
が
す
る
べ
き
仕

事
に
使
役
し
よ
う
と
し
た
場
合
に

は
百
姓
は一
切
同
意
し
て
は
な
ら
な

い
。百
姓
が
喧
嘩
・口
論
を
し
て
も

代
官
や
領
主
に
訴
え
ず
郡
奉
行
に

訴
え
る
こ
と
、郡
奉
行
が
判
断
し

か
ね
る
場
合
は
公
儀（
こ
の
場
合
は

大
名
で
あ
る
中
村
氏
）へ
報
告
し
て

判
断
を
委
ね
る
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
。第
四
条
に
は
給
人
の
手
作
り

を
禁
止
、検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た

諸
木
は
代
官
や
給
人
に
出
し
て
は

な
ら
な
い
。付
け
た
り
と
し
て
、米

と
大
豆
の
交
換
比
率
は
駿
東
の
場

合
は
沼
津
町
、そ
れ
以
外
は
府
中

町
の
売
買
の
比
率
に
従
う
こ
と
を

規
定
。第
五
条
は
蔵
入
れ
地
に
は

人
足
役
が
な
い
の
で
給
人
知
行
地

よ
り
年
貢
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

給
人
が
自
分
の
百
姓
だ
か
ら
と
言

っ
て
非
分
を
申
し
懸
け
る
こ
と
は

勿
論
、た
と
え
ど
の
よ
う
な
罪
科
が

あ
って
も
私
的
に
処
罰
す
る
こ
と
は

禁
止
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
様
に「
村
詮
法
度
」は
全
体

を
と
う
し
て
給
人
が
土
地
や
百
姓

を
恣
意
的
に
支
配
す
る
こ
と
を
厳

し
く
規
制
し
て
い
る
。具
体
的
に
は

年
貢
率
は
大
名
が
決
め
、給
人
の

手
作
り
経
営
や
百
姓
を
奉
公
人
に

す
る
こ
と
を
禁
止
し
、犯
罪
者
に

対
す
る
勝
手
な
処
分
を
禁
止
、百

姓
の
喧
嘩
口
論
も
給
人
で
な
く
郡

奉
行
に
直
接
に
訴
え
さ
せ
る
、な
ど

を
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
兵
農
分
離
を
す
す
め
、

近
世
的
な
支
配
体
制
の
樹
立
を
目

指
す
豊
臣
系
大
名
中
村
氏
の
特
色

を
良
く
表
現
し
た
政
策
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
て
、こ
の
時
代
の
最
先

端
を
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。こ
れ
ら

の
こ
と
は
責
任
者
と
し
て
中
村
一
氏

の
代
行
し
た
横
田
内
膳
正
村
詮
の

行
政
官
と
し
て
の
優
秀
さ
が
証
明

さ
れ
、評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

鉄舟寺境内の｢薄墨音秋雨の篝火補陀洛山｣の句碑

｢中村式部大輔様御家臣横田内膳正
殿御書付｣の表書の｢横田村詮法度｣

鉄舟寺庭園の山岡鉄舟像

横田内膳正の清見寺納所宛｢定寺家法度｣

っ
た
。
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TOPICS 地下から荷物がやって来る

　Amazonが地下から荷物を届け

るという新しい発想の特許を取得

しました。ドローンを使っての空か

らの配達計画が話題を呼んでいま

したが、今度は地下から荷物を届

けようとしています。

　この特許は、地下から商品を配

送するというシステムに関するもので、商品を地下で

移動させるために空気圧で移動させるチューブやベ

ルトコンベア、あるいはレールが使われるという非常

に大がかりなものです。そしてこの地下の配送システ

ムは、地上では鉄道駅、空港、フルフィルメントセンタ

ー、ロッカールームそして顧客などに接続され、荷物

が届くというシステムです。

　このシステムの利点は、伝統的な輸送ネットワーク

の混雑を避けられることにありますが、地下に物流

ネットワークを構築するのは、技術やコスト、それに

様々な規制などの問題で、実現は困難だと言われて

います。

　しかし、Amazonは荷物をいかに迅速に届けるかと

いうことについて、思いついた特許を全て取得ししよ

うと意欲的に出願しています。

　技術の発展に伴い、今度はどんなユニークな配達

方法が飛び出すか、期待が集まっています。

　

早
春
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
本
誌
「
徳
島
エ
コ
ノ

ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
す
。
2
0
1
7
年
3
月

号
（
第
27
巻
第
6
号
）
を
も
っ
て
「
徳

島
エ
コ
ノ
ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
休
刊

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

｢

徳
島
エ
コ
ノ
ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

は
、
徳
島
県
の
経
済
、
文
化
、
歴
史
な

ど
、
地
域
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
徳

島
県
で
唯
一
の
月
刊
「
経
済
誌
」
と
し

て
、
読
者
の
皆
様
に
有
益
な
情
報
を
提

供
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

創
刊
か
ら
今
号
ま
で
の
実
績
を
も
っ
て
、

一
定
の
役
割
を
終
え
た
、
と
い
う
こ
と

で
、
休
刊
が
決
ま
り
ま
し
た
。
尚
、
現

在
の
Ｈ
Ｐ
は
一
定
期
間
公
開
い
た
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
誌
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
休
刊
を
お
詫
び

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
長
き
に
わ
た

り
ご
愛
顧
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
、
日
本
中
央
テ
レ
ビ
㈱

の
Ｈ
Ｐ
に
て
、
寄
稿
者
様
の
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
、
新
し
い
形
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
情
報
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
逢
う
日
ま
で

　「さっきまでそこにあったのに」

｢ここにしまってたはずなのに｣…。

失くした物を見つけられずに困っ

た経験は誰にでもあるでしょう。

それが財布や鍵だったり、まして

や大切なペットなら大変です。

しかし、今後はもう紛失を気にす

ることは無くなるかもしれません。失くしてもすぐに見

つかるからです。

 　「Ping｣と呼ばれる世界一小さなGPSトラッキング

デバイスは、GPS機能を備えていることから、世界規

模で位置情報が特定できる点が大きな特徴です。

　こうした位置特定デバイスではバッテリー寿命が

問題になりがちですが、3カ月もの長いバッテリー寿

命を搭載しています。推進10ｍに耐えうる防水機能

付きで耐久性も問題ありません。さらに、サイズが小

さいのであらゆるものに取り付けることができます。

ペットや子供のカバン、自動車など、何であっても大

事なものにはとりあえず「Ping」さえつけておけば安

心です。

　スタートアップ支援サイト「INDIEGOGO」で既に目

標額を達成しているので、近い将来誰もが「Ping」を

身につけた光景が見られるかもしれません。

紛失事件が消える？

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

（http
:/

/
w

w
w

.jc
tv

.n
e
.jp

/

）



2017年4月9日に鷲の門広場で
開かれる念願の｢蜂須賀まつり｣。
阿波踊りや大名行列で楽しい
ひとときを過ごせますように！

三月

｢ありがとうの感謝｣

平成29年・2018年


